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［特集］［特集］
リニア時代に向けた大学とのネットワークづくり
～いつまでも魅力ある飯田であり続けるために～
リニア時代に向けた大学とのネットワークづくり
～いつまでも魅力ある飯田であり続けるために～

高大連携のフィールドスタディ
（遠山郷 南信濃和田）
大学生と地元の高校生が一緒に、
遠山郷をテーマに現地学習をしました。
木沢活性化委員会の方にガイドして
いただきながら旧秋葉街道を歩き、
地域の資源を探しました。

高大連携のフィールドスタディ
（遠山郷 南信濃和田）
大学生と地元の高校生が一緒に、
遠山郷をテーマに現地学習をしました。
木沢活性化委員会の方にガイドして
いただきながら旧秋葉街道を歩き、
地域の資源を探しました。［コラム］ リニア駅ができるまち飯田…２１ページ［コラム］ リニア駅ができるまち飯田…２１ページ



特集特集

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
の
開
通
と
駅
設
置

に
よ
り
、都
市
圏
と
の
往
来
に
か
か
る
時

間
が
飛
躍
的
に
短
く
な
り
、近
い
将
来
、飯

田
は
大
交
流
時
代
を
迎
え
ま
す
。市
で
は

リ
ニ
ア
時
代
を
見
据
え
、「
小
さ
な
世
界
都

市
」や「
田
園
型
の
学
術
研
究
都
市
」の
実

現
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

そ
の
鍵
を
握
る
の
が「
学
輪
Ｉ
Ｉ
Ｄ
Ａ
」

に
代
表
さ
れ
る「
知
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク《
３

ペ
ー
ジ
参
照
》」で
す
。知
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は

次
の
３
つ
の
機
能
を
持
っ
て
い
ま
す
。

①
国
内
外
の
研
究
者
や
学
生
が
飯
田

に
関
心
を
持
っ
て
調
査
研
究
し
、さ

ま
ざ
ま
な
考
え
を
出
し
合
い
共
有

で
き
る
。

②
飯
田
を
深
く
知
る
人
、飯
田
が
好
き

な
人
を
飯
田
内
外
に
増
や
す
こ
と

が
で
き
る
。

③
飯
田
を
舞
台
と
し
て
、ま
た
は
飯
田

と
関
係
し
た
新
し
い
こ
と
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
う
し
た
機
能
を
地
域
の
中
で
生
か

す
こ
と
で
次
世
代
、さ
ら
に
そ
の
次
の
世

代
へ
と
将
来
に
わ
た
っ
て
飯
田
を
魅
力
的

な
地
域
と
し
て
維
持
、発
展
し
て
い
く
こ

と
に
つ
な
げ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

大
学
の
調
査
研
究
の
受
け
入
れ
か
ら
、

大
学
や
研
究
者
同
士
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ

と
活
動
の
輪
が
広
が
り
、学
輪
Ｉ
Ｉ
Ｄ
Ａ

が
発
足
し
ま
し
た
。そ
の
後
、各
種
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
活
動
や
高
大
連
携（
高
校
と
大

学
）の
取
り
組
み
へと
発
展
し
ま
し
た
。

飯
田
は
、古
く
か
ら
交
通
の
要
衝
で
あ
っ
た
地
理
的
な
条
件
と
と
も
に
、先
人
が

培
っ
て
き
た
学
び
と「
結
い
」の
風
土
が
あ
り
、ほ
か
の
地
域
か
ら
人
材
や
情
報
な
ど

を
受
け
入
れ
な
が
ら
、独
自
の
文
化
や
価
値
を
創
り
出
し
て
き
ま
し
た
。

公
民
館
や
自
治
の
活
動
、り
ん
ご
並
木
や
い
い
だ
人
形
劇
フ
ェ
ス
タ
に
代
表
さ
れ

る
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
、環
境
文
化
都
市
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
が
、全

国
か
ら「
持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
ヒ
ン
ト
に
な
る
」と
し
て
注
目

を
集
め
、毎
年
多
く
の
大
学
研
究
者
や
学
生
が
調
査
、研
究
、学
習
の
場
と
し
て
訪

れ
て
い
ま
す
。ま
た
、大
学
と
の
連
携
は
、大
学
関
係
者
の
み
な
ら
ず
、飯
田
の
皆
さ

ん
に
と
っ
て
も
地
域
の
魅
力
を
改
め
て
知
る
こ
と
や
新
た
な
価
値
を
見
出
す
こ
と

に
つ
な
が
っ
て
お
り
、市
も
積
極
的
に
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。

今
回
の
特
集
で
は
、そ
の
取
り
組
み
の
様
子
を
お
伝
え
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
／
企
画
課 

大
学
・
三
遠
南
信
連
携
係
　
内
線
２
２
２
３

リ
ニ
ア
時
代
に
向
け
た

大
学
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

づ
く
り

リ
ニ
ア
時
代
を
見
据
え
て

大
学
連
携
の
歩
み

が
く
り
ん

い
い
だ

［広報いいだ］２０20.8.１ 2



特集特集

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
の
開
通
と
駅
設
置

に
よ
り
、都
市
圏
と
の
往
来
に
か
か
る
時

間
が
飛
躍
的
に
短
く
な
り
、近
い
将
来
、飯

田
は
大
交
流
時
代
を
迎
え
ま
す
。市
で
は

リ
ニ
ア
時
代
を
見
据
え
、「
小
さ
な
世
界
都

市
」や「
田
園
型
の
学
術
研
究
都
市
」の
実

現
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

そ
の
鍵
を
握
る
の
が「
学
輪
Ｉ
Ｉ
Ｄ
Ａ
」

に
代
表
さ
れ
る「
知
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク《
３

ペ
ー
ジ
参
照
》」で
す
。知
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は

次
の
３
つ
の
機
能
を
持
っ
て
い
ま
す
。

①
国
内
外
の
研
究
者
や
学
生
が
飯
田

に
関
心
を
持
っ
て
調
査
研
究
し
、さ

ま
ざ
ま
な
考
え
を
出
し
合
い
共
有

で
き
る
。

②
飯
田
を
深
く
知
る
人
、飯
田
が
好
き

な
人
を
飯
田
内
外
に
増
や
す
こ
と

が
で
き
る
。

③
飯
田
を
舞
台
と
し
て
、ま
た
は
飯
田

と
関
係
し
た
新
し
い
こ
と
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
う
し
た
機
能
を
地
域
の
中
で
生
か

す
こ
と
で
次
世
代
、さ
ら
に
そ
の
次
の
世

代
へ
と
将
来
に
わ
た
っ
て
飯
田
を
魅
力
的

な
地
域
と
し
て
維
持
、発
展
し
て
い
く
こ

と
に
つ
な
げ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

大
学
の
調
査
研
究
の
受
け
入
れ
か
ら
、

大
学
や
研
究
者
同
士
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ

と
活
動
の
輪
が
広
が
り
、学
輪
Ｉ
Ｉ
Ｄ
Ａ

が
発
足
し
ま
し
た
。そ
の
後
、各
種
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
活
動
や
高
大
連
携（
高
校
と
大

学
）の
取
り
組
み
へと
発
展
し
ま
し
た
。

飯
田
は
、古
く
か
ら
交
通
の
要
衝
で
あ
っ
た
地
理
的
な
条
件
と
と
も
に
、先
人
が

培
っ
て
き
た
学
び
と「
結
い
」の
風
土
が
あ
り
、ほ
か
の
地
域
か
ら
人
材
や
情
報
な
ど

を
受
け
入
れ
な
が
ら
、独
自
の
文
化
や
価
値
を
創
り
出
し
て
き
ま
し
た
。

公
民
館
や
自
治
の
活
動
、り
ん
ご
並
木
や
い
い
だ
人
形
劇
フ
ェ
ス
タ
に
代
表
さ
れ

る
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
、環
境
文
化
都
市
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
が
、全

国
か
ら「
持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
ヒ
ン
ト
に
な
る
」と
し
て
注
目

を
集
め
、毎
年
多
く
の
大
学
研
究
者
や
学
生
が
調
査
、研
究
、学
習
の
場
と
し
て
訪

れ
て
い
ま
す
。ま
た
、大
学
と
の
連
携
は
、大
学
関
係
者
の
み
な
ら
ず
、飯
田
の
皆
さ

ん
に
と
っ
て
も
地
域
の
魅
力
を
改
め
て
知
る
こ
と
や
新
た
な
価
値
を
見
出
す
こ
と

に
つ
な
が
っ
て
お
り
、市
も
積
極
的
に
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。

今
回
の
特
集
で
は
、そ
の
取
り
組
み
の
様
子
を
お
伝
え
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
／
企
画
課 

大
学
・
三
遠
南
信
連
携
係
　
内
線
２
２
２
３

リ
ニ
ア
時
代
に
向
け
た

大
学
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

づ
く
り

リ
ニ
ア
時
代
を
見
据
え
て

大
学
連
携
の
歩
み

が
く
り
ん

い
い
だ

特集：リニア時代に向けた大学とのネットワークづくり ～いつまでも魅力ある飯田であり続けるために～

行政

シンク
タンク

産業界教育界

住民
学輪
ＩＩＤＡ
専門的な
知見の融合

実践

交流

学習

プロジェクト

研究

プロジェクト

飯田に４年制総合大学があったなら、そこに地域内外の学生が集い、さまざまな分野で未来を担う人材育成が
この地で行われ、地元はもちろん、世界で活躍する人材までもが飯田を起点に羽ばたいていくことでしょう。また、
地域と大学の連携によってまちづくりが一層活発になり、最先端の研究が飯田から生まれ発信されていきます。
市では「大学がないなら、それ以上の機能をこの地域につくれないか」と連携の場づくりに取り組んでいます。

２１世紀型の
新しいアカデミーの
機能や場づくりを
目指します！
田園型

学術研究都市の
実現

学校や地域と大学などをつなぎ、交流と学び合いを深めま
す。特に高大連携は、大学のカリキュラムを高校生が一緒に学
ぶことで、学習効果やキャリア意識の高まりが期待できます。

【例１】 高大連携によるフィールドスタディ《詳細は４ページ》

【例２】 地域人教育
飯田ＯＩＤＥ長姫高校と松本大学、飯田市がパートナーシッ

プ協定を結び、地域理解を深め、地域愛を育み、地域で活躍
できる、地域を担う人材の育成に取り組んでいます。

飯田の文化やまちづくりの取り組みを
調査研究し、飯田の価値を見える化し
て共有することで、飯田の求心力を高
め、新たな研究者などを呼び込み、さま
ざまな人材が交わることにつなげます。

【例１】 ラウンドアバウト
名古屋大学（国際交通安全学会）と
連携して社会実験と新たな交差点の整
備に取り組み、信号機を撤去しラウンド
アバウト方式とした東和町交差点は、
全国初の事例となりました。

学生や研究者が地域の活動に一緒
に取り組み、学生の行動力や感性、大
学の専門的知見やネットワークをまちづ
くりに生かすものです。

【例１】 シャレットワークショップ
《詳細は５ページ》

【例２】 飯田水引プロジェクト
法政大学と飯田水引協同組合が連
携し、「飯田水引」のブランド力向上を
目指し、新デザインや商品開発につな
がる活動を行っています。東京オリ
ンピック・パラリンピックに向け、
東京上野の浅草神社と連携し
た企画を検討しています。

学輪ＩＩＤＡとは、平成２３年１月
に発足した、「飯田」に興味関心を
持った大学研究者などによるネッ
トワーク組織です。大学研究者同
士が親睦を深めながら、モデル的
な研究や活動を飯田で行います。
このネットワークにより、発足か

ら１０年目を迎えた現在、
年間で延べ５００名以上
の大学関係者が飯田を
訪れています。

◆取り組み例の詳細は、市ウェブサイトを
　ご覧ください。

知のネットワークへの挑戦

高校生と大学生が㈱農耕百花に
聞き取り調査

ラウンドアバウト方式が
実現した東和町交差点
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平成３０年度から飯田下伊那の高校生が参加
できる枠を設け、高校生が大学関係者と共に
学ぶことが可能となりました。この取り組みは、
４年制大学がない当地域において、高校生が大
学生の考え方や意見を聞くことによって、故郷
を改めて学ぶ機会、また、一足先に大学レベル
の学びを体験できる機会となっています。

ソーシャルキャピタル
概論講義（※1）
飯田シンボルとソーシャ
ルキャピタルのワーク
ショップ

飯田の公民館活動を
公民館主事から学ぶ

牧野市長の基調講義
住民自治と協働のまち
づくり講義
グループ別事例調査
準備

グループ別事例調査
５テーマに別れて、
実践者のお話を伺う

調査のまとめ

調査とりまとめ・
発表準備

グループ発表と討議

農家民宿体験

午

　前

午

　後

夜

１日目 ２日目 ３日目 ４日目

フ
ィ
ー
ル
ド
ス
タ
デ
ィ
は
、飯
田
を「
学
び
の
場
」と
し

て
、さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
地
元
の
方
々

や
市
長
を
講
師
に
、学
生
が
現
地
学
習
す
る
３
泊
４
日
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。参
加
し
た
学
生
の
中
か
ら
、再
度
飯
田

を
訪
れ
、飯
田
を
テ
ー
マ
に
研
究
す
る
ほ
か
、地
域
活
動

に
参
加
す
る
学
生
や
グ
ル
ー
プ
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
開
催
が
難

し
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、一
部
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
実
施
す

る
な
ど
、こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
や
つ
な
が
り
を
維
持
・

パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
で
き
る
よ
う
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
き
ま
す
。

フ
ィ
ー
ル
ド
ス
タ
デ
ィ

| 

飯
田
が
学
び
の
キ
ャ
ン
パ
ス
に 

|

※１ ソーシャルキャピタル … 社会（地域）における人々の信頼関係や結びつきを表すことで、人と人とのつながりが弱まった現代社会において注目されている考え方。
※２ グリーンツーリズム … 農山漁村に農漁業を体験しながら滞在し、その地域の人々と交流する活動。
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特集：リニア時代に向けた大学とのネットワークづくり ～いつまでも魅力ある飯田であり続けるために～

学輪IIDAメンバーでウェブ会議

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
っ
て
私
た

ち
の
暮
ら
し
は
激
変
し
、地
域
社
会
の
中

で
人
々
が
集
う
機
会
が
奪
わ
れ
、飯
田
が

大
切
に
育
ん
で
き
た「
結
い
」の
精
神
に
代

表
さ
れ
る「
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
」の
あ

り
方
自
体
が
大
き
く
変
わ
ろ
う
と
し
て
い

ま
す
。

こ
の
大
き
な
う
ね
り
を
乗
り
越
え
、将

来
に
わ
た
っ
て
こ
の
地
域
が
住
み
よ
い
場

所
で
あ
り
続
け
る
た
め
に
は
、飯
田
の
良

さ
を
改
め
て
見
つ
め
直
し
、外
の
専
門
的

な
知
識
を
交
え
な
が
ら
幅
広
い
視
野
を

持
っ
て
考
え
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

市
で
は
、飯
田
を
よ
く
知
る
学
輪

I
I
D
A
の
先
生
方
と
一
緒
に
、コ
ロ
ナ

時
代
に
お
け
る
飯
田
の
あ
り
方
や
、新
た

な
学
び
や
交
流
の
仕
組
み
づ
く
り
に
つ
い

て
話
し
合
い
を
重
ね
て
い
ま
す
。

先
を
見
通
す
こ
と
が
難
し
い
今
だ
か
ら

こ
そ
、学
輪
I
I
D
A
は
こ
の
地
域
が
持

つ
力
や
可
能
性

を
高
め
る
た

め
の
学
び
を
、

こ
れ
か
ら
も

み
な
さ
ん
と

一
緒
に
育
ん
で

い
き
ま
す
。

| 

大
学
が
ま
ち
づ
く
り
に
貢
献 

|

コ
ロ
ナ
時
代
の
今
こ
そ

飯
田
シ
ャ
レ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
平

成
２３
年
か
ら
始
ま
り
、豊
橋
技
術
科
学
大

学
都
市
デ
ザ
イ
ン
研
究
室
の
ほ
か
、長
野

工
業
高
等
専
門
学
校
や
豊
田
工
業
高
等

専
門
学
校
の
学
生
が
毎
年
夏
、飯
田
に
滞

在
し
ま
す
。学
生
が
ま
ち
づ
く
り
委
員
会

な
ど
と
連
携
し
、地
域
課
題
を
テ
ー
マ
と

し
て
現
地
調
査
を
行
い
、学
生
な
ら
で
は

の
、ま
た
、外
か
ら
の
視
点
に
よ
る
ま
ち
づ

く
り
への
提
案
を
行
っ
て
い
ま
す
。

４
年
間
取
り
組
ん
だ
橋
北
地
区
で
は
、

歴
史
的
建
造
物
の
活
用
や
ま
ち
な
み
環

境
整
備
に
関
す
る
提
言
を「
ま
る
ご
と
博

物
館
事
業
」な
ど
の
取
り
組
み
に
生
か
し

ま
し
た
。ま
た
、三
穂
地
区
で
は
、旧
小
笠

原
書
院
周
辺
の
整
備
や
里
山
に
な
じ
む

住
宅
建
築
、三
穂
ら
し
い
景
観
の
維
持
と

創
造
を
進
め
る
仕
組
み
な
ど
に
つ
い
て
提

案
し
て
い
ま
す
。

シ
ャ
レ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

シャレットワーク
ショップとは、欧米の
都市デザインやまちづ
くりで多く実施されて
いるワークショップの
一つの形式です。
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期間に集中して
課題をまとめ、
具体的な解決方
法を探ります。
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首都大学東京（当時）
東京農工大学・大学院
東洋大学　 和歌山大学
同志社大学・大学院
法政大学　 松本大学
名城大学　 立命館大学

飯田ＯＩＤＥ長姫高校
飯田高校
飯田女子高校
飯田風越高校
下伊那農業高校

大学
教員

高校
教員大学生 高校生 総計 大　　学 高　　校計 計

★飯田好きが高じて
飯田にＩターンしました
（東京農工大学学生）

★人と人とが
つながっている
飯田から多くのことを
学んでいきたい
（立命館大学学生）

★「意思あるところに道あり」の
街ではないかと感じました
（東京大学学生）

★法政大学に
「飯田下伊那文庫」ができました
（法政大学学生）

★これからの地域がどうあるべきかを
学ぶことができました
（和歌山大学学生）

飯田市
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ごう音とともに濁流が流れる松川（鼎
西鼎 新飯田橋付近）

折り紙で織姫やちょうちんを作る子どもたち 「地域に貢献したい。」と締結書に署名した中田組合長

市内で伐採した竹を使った間仕切り

積極的に女性の意見もまちづくりに生かす地区

簡易トイレの組み立てを試みる女性参加者

土砂崩れで通行できなくなった市道千代15号線（千代 法全寺）

かざこし子どもの森公園で７月４日、「七夕かざり
づくり」が開催され、参加した子どもたちは短冊など
を笹に飾り付けました。「みんなといっしょにげんき
にあそべますように」といった願い事がありました。
　

飯田市旅館組合と市が７月６日、災害時にホテル
や旅館を臨時避難所として使用する協定を締結し
ました。感染症対策として避難所に３密をつくらな
いよう、避難所の数を多くすることが狙いです。

７月８日、梅雨前線の影響で明け方
から大雨となり、気象庁は飯田下伊那
地域の５市町村も対象に「大雨特別
警報」を発表しました。市内ではがけ
崩れや倒木などが多数発生しました。
大雨や台風などの自然災害を身近

なこととして、日頃から非常時の持ち
出し品や避難方法を確認し、いざとい
うときにすぐ避難できるよう備えてお
きましょう。

７月５日、各地区で避難所運営に関
わる皆さんを対象に、避難所開設・運営
訓練を浜井場小学校で開催し、２００名
ほどが参加しました。
訓練では、感染症対策を踏まえた避

難所運営ができるよう、発熱症状があ
る避難者への対応方法などを確認しま
した。また、竹林整備に取り組む天竜川
鵞流峡復活プロジェクトの皆さんに
よって、竹製の間仕切りが紹介されま
した。

恒例の「市政懇談会」は、感染症対策として参加者
の調整や開催時間の短縮を図り、新たな形式でまちづ
くりに関する意見交換を行いました。その中、地域と市
が協働して取り組んでいくことが再確認できました。

感染症対策を心掛けながら開催した懇談会

がりゅうきょう

初めての「大雨特別警報」

市政懇談会にかえて

市内各地で被害が発生避難所開設・運営訓練

各地区との意見交換をする機会
七夕かざりづくり
短冊に願いを込めて

旅館組合と市が協定締結
宿泊施設を避難所に

感染症まん延防止に対応
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市 

長

　牧
野
光
朗

たくさんの命を救う

感
動
し
た
こ
と

が
ん
は
日
本
人
の
死
因
第
１

位
を
占
め
る
疾
患
で
、
日
本
人

の
３
人
に
１
人
が
が
ん
で
死
亡

し
て
い
る
と
も
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
が
ん
は
、
体
の
さ
ま
ざ
ま

な
臓
器
に
で
き
、
時
に
は
ほ
か

の
臓
器
へ
転
移
し
て
、
体
を
む

し
ば
ん
で
い
き
ま
す
。

脳
や
脊
髄
な
ど
に
転
移
し
て

神
経
症
状
を
出
す
場
合
も
あ
り

ま
す
が
、
が
ん
が
直
接
神
経
を

巻
き
込
ん
で
い
な
く
て
も
、
神

経
症
状
を
生
じ
る
こ
と
が
ま
れ

に
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状

態
の
こ
と
を
「
傍
腫
瘍
症
候

群
」
と
言
い
ま
す
。
が
ん
が
作

り
出
す
物
質
や
自
己
抗
体
が
遠

く
離
れ
た
脳
や
神
経
を
攻
撃
し

て
し
ま
う
の
で
す
。

が
ん
が
起
こ
し
や
す
い
神
経

症
状
は
が
ん
の
種
類
に
よ
っ
て

異
な
り
、
乳
が
ん
で
小
脳
変
性

（
ふ
ら
つ
き
や
構
音
障
害
）
や
、

肺
が
ん
で
末
梢
神
経
障
害
（
手

足
の
し
び
れ
）
な
ど
、
関
連
の

な
さ
そ
う
な
遠
く
の
神
経
に
症

状
を
起
こ
す
こ
と
が
知
ら
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
症
状
を

起
こ
す
の
は
、
が
ん
患
者
さ
ん

全
体
の
０
・
０１
〜
１
％
前
後
と

言
わ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
あ
ま

り
多
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
が
ん
が
脳
梗
塞
を
起

こ
し
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
が
ん
が
進
行
す
る
と
、
血

液
を
固
ま
り
や
す
く
さ
せ
て
し

ま
う
こ
と
が
あ
り
、
脳
に
広
範

囲
な
梗
塞
を
起
こ
し
て
し
ま
い

ま
す
。

こ
れ
ら
の
症
状
は
が
ん
が
あ

る
方
に
見
つ
か
る
こ
と
が
多
い

の
で
す
が
、
中
に
は
、
神
経
症

状
が
起
こ
っ
て
か
ら
が
ん
が
判

明
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
神

経
症
状
を
生
じ
る
頃
に
は
、
が

ん
は
か
な
り
進
行
し
て
し
ま
っ

て
い
る
こ
と
が
多
い
の
で
、
が

ん
を
早
期
に
発
見
し
治
療
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
に
よ
り
健
康
診
断
も

受
け
に
く
い
状
態
が
続
い
て
お

り
ま
す
が
、
流
行
が
収
ま
り
ま

し
た
ら
、
健
康
診
断
や
が
ん
検

診
を
受
け
ら
れ
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

が
ん
と
神
経
障
害

先月の 原 佑亮さん（上村）からのリレー

き
く
ち

ゆ
り

菊
地
由
里
さ
ん
（
伊
賀
良
）

そ
の
１８７

「
オ
ン
ラ
イ
ン
首
長
飲
み
会
」
に
参
加
し
て

　
高
森
町
の
壬
生
町
長
の
お

誘
い
で
「
オ
ン
ラ
イ
ン
首
長

飲
み
会
」
に
参
加
し
ま
し

た
。
飯
田
下
伊
那
地
域
を
離

れ
て
い
る
学
生
の
皆
さ
ん
と

地
元
の
首
長
中
心
に
総
勢
４０

名
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
交
流

会
で
、
松
川
町
の
宮
下
町

長
、
阿
智
村
の
熊
谷
村
長
も

参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
、
４

月
以
降
国
の
審
議
会
な
ど
も

オ
ン
ラ
イ
ン
で
行
わ
れ
て
い

ま
す
か
ら
、
多
く
の
参
加
者

の
皆
さ
ん
の
顔
が
並
ぶ
画
面

を
見
な
が
ら
の
や
り
取
り
に

は
慣
れ
て
き
ま
し
た
が
、
飲

食
を
し
な
が
ら
の
「
オ
ン
ラ

イ
ン
飲
み
会
」
は
初
め
て
の

経
験
で
し
た
。

　
参
加
者
の
自
己
紹
介
後
、

首
長
毎
に
４
つ
の
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
て
、
２
回
の
ト
ー

ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
が
和
気
あ
い

あ
い
の
雰
囲
気
の
中
で
持
た

れ
ま
し
た
。
飯
田
市
学
生
応

援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
も
話
題

が
及
び
、「
コ
ロ
ナ
禍
で
閉
じ

こ
も
っ
て
い
る
時
に
、
た
く

さ
ん
の
地
元
産
品
を
送
っ
て

も
ら
い
、
改
め
て
飯
田
と
の

絆
を
感
じ
ら
れ
た
」、「
自
分

の
地
元
に
こ
ん
な
に
さ
ま
ざ

ま
な
産
品
が
あ
る
と
は
思
わ

な
か
っ
た
」
な
ど
の
声
を
直

接
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　
改
め
て
振
り
返
る
と
、
画

面
を
通
し
て
多
く
の
人
と
話

を
し
な
が
ら
、
そ
こ
か
ら
目

を
離
し
て
周
り
を
見
る
と
自

分
一
人
し
か
い
な
い
、
不
思

議
な
感
覚
に
陥
る
「
飲
み

会
」
で
し
た
が
、
地
元
の
高

校
を
卒
業
し
た
若
い
皆
さ
ん

と
の
関
係
を
深
め
る
良
い

き
っ
か
け
に
な
っ
た
と
思
い

ま
す
。

私
は
今
、
飯
田
市
で
劇
団
を
立
ち
上

げ
、
旗
揚
げ
公
演
に
向
け
て
稽
古
を
し

て
い
ま
す
。
3
月
か
ら
稽
古
を
始
め
ま

し
た
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

で
稽
古
は
中
止
に
な
り
ま
し
た
。
と
て

も
悔
し
く
悲
し
か
っ
た
で
す
。

そ
れ
を
今
回
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
を
勝

ち
抜
い
て
一
緒
の
舞
台
に
立
つ
メ
ン

バ
ー
に
伝
え
た
と
こ
ろ
、
た
く
さ
ん
の

メ
ン
バ
ー
か
ら
「
大
丈
夫
だ
よ
。」「
本

番
は
必
ず
で
き
る
。」「
一
緒
に
頑
張
ろ

う
ね
。」と
連
絡
を
も
ら
い
ま
し
た
。
出

会
っ
て
間
も
な
い
メ
ン
バ
ー
ば
か
り
な

の
に
こ
ん
な
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
の

だ
と
う
れ
し
く
て
私
は
涙
が
流
れ
ま
し

た
。
コ
ロ
ナ
で
人
と
の
距
離
は
確
か
に

空
き
ま
し
た
が
、
心
が
つ
な
が
っ
て
い

る
人
が
私
に
は
い
る
の
だ
と
と
て
も
感

動
し
ま
し
た
。
そ
ん
な
支
え
て
く
れ
た

メ
ン
バ
ー
と
共
に
本
番
を
必
ず
や
ろ
う

と
誓
い
ま
し
た
。

やまうち かえで

山内　楓 さん
（龍江小６年）

私の将来の夢は、けがや病気になってし
まった動物やペットを助ける「じゅう医」
になることです。私の家で飼っていたネコ
が原因不明のまま死んでしまいました。病
気が分かっていれば治りょうがきちんとで
きたと思います。人間に比べてとても寿命
が短い動物の命の時間を決めるのは、人間だと思います。重い
けがや難しい病気の動物を助け、命をつないでいきたいです。
何事にも努力して勉強をやり、動物の役に立つ「じゅう医」
になりたいです。

しもじま よしお
市立病院　脳神経内科

下島吉雄  医師

ぐ
ん

ぼ
う
し
ゅ
よ
う
し
ょ
う
こ
う

ま
っ
し
ょ
う
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が
ん
で
末
梢
神
経
障
害
（
手

足
の
し
び
れ
）
な
ど
、
関
連
の

な
さ
そ
う
な
遠
く
の
神
経
に
症

状
を
起
こ
す
こ
と
が
知
ら
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
症
状
を

起
こ
す
の
は
、
が
ん
患
者
さ
ん

全
体
の
０
・
０１
〜
１
％
前
後
と

言
わ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
あ
ま

り
多
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
が
ん
が
脳
梗
塞
を
起

こ
し
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
が
ん
が
進
行
す
る
と
、
血

液
を
固
ま
り
や
す
く
さ
せ
て
し

ま
う
こ
と
が
あ
り
、
脳
に
広
範

囲
な
梗
塞
を
起
こ
し
て
し
ま
い

ま
す
。

こ
れ
ら
の
症
状
は
が
ん
が
あ

る
方
に
見
つ
か
る
こ
と
が
多
い

の
で
す
が
、
中
に
は
、
神
経
症

状
が
起
こ
っ
て
か
ら
が
ん
が
判

明
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
神

経
症
状
を
生
じ
る
頃
に
は
、
が

ん
は
か
な
り
進
行
し
て
し
ま
っ

て
い
る
こ
と
が
多
い
の
で
、
が

ん
を
早
期
に
発
見
し
治
療
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
に
よ
り
健
康
診
断
も

受
け
に
く
い
状
態
が
続
い
て
お

り
ま
す
が
、
流
行
が
収
ま
り
ま

し
た
ら
、
健
康
診
断
や
が
ん
検

診
を
受
け
ら
れ
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

が
ん
と
神
経
障
害

先月の 原 佑亮さん（上村）からのリレー

き
く
ち

ゆ
り

菊
地
由
里
さ
ん
（
伊
賀
良
）

そ
の
１８７

「
オ
ン
ラ
イ
ン
首
長
飲
み
会
」
に
参
加
し
て

　
高
森
町
の
壬
生
町
長
の
お

誘
い
で
「
オ
ン
ラ
イ
ン
首
長

飲
み
会
」
に
参
加
し
ま
し

た
。
飯
田
下
伊
那
地
域
を
離

れ
て
い
る
学
生
の
皆
さ
ん
と

地
元
の
首
長
中
心
に
総
勢
４０

名
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
交
流

会
で
、
松
川
町
の
宮
下
町

長
、
阿
智
村
の
熊
谷
村
長
も

参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
、
４

月
以
降
国
の
審
議
会
な
ど
も

オ
ン
ラ
イ
ン
で
行
わ
れ
て
い

ま
す
か
ら
、
多
く
の
参
加
者

の
皆
さ
ん
の
顔
が
並
ぶ
画
面

を
見
な
が
ら
の
や
り
取
り
に

は
慣
れ
て
き
ま
し
た
が
、
飲

食
を
し
な
が
ら
の
「
オ
ン
ラ

イ
ン
飲
み
会
」
は
初
め
て
の

経
験
で
し
た
。

　
参
加
者
の
自
己
紹
介
後
、

首
長
毎
に
４
つ
の
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
て
、
２
回
の
ト
ー

ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
が
和
気
あ
い

あ
い
の
雰
囲
気
の
中
で
持
た

れ
ま
し
た
。
飯
田
市
学
生
応

援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
も
話
題

が
及
び
、「
コ
ロ
ナ
禍
で
閉
じ

こ
も
っ
て
い
る
時
に
、
た
く

さ
ん
の
地
元
産
品
を
送
っ
て

も
ら
い
、
改
め
て
飯
田
と
の

絆
を
感
じ
ら
れ
た
」、「
自
分

の
地
元
に
こ
ん
な
に
さ
ま
ざ

ま
な
産
品
が
あ
る
と
は
思
わ

な
か
っ
た
」
な
ど
の
声
を
直

接
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　
改
め
て
振
り
返
る
と
、
画

面
を
通
し
て
多
く
の
人
と
話

を
し
な
が
ら
、
そ
こ
か
ら
目

を
離
し
て
周
り
を
見
る
と
自

分
一
人
し
か
い
な
い
、
不
思

議
な
感
覚
に
陥
る
「
飲
み

会
」
で
し
た
が
、
地
元
の
高

校
を
卒
業
し
た
若
い
皆
さ
ん

と
の
関
係
を
深
め
る
良
い

き
っ
か
け
に
な
っ
た
と
思
い

ま
す
。

私
は
今
、
飯
田
市
で
劇
団
を
立
ち
上

げ
、
旗
揚
げ
公
演
に
向
け
て
稽
古
を
し

て
い
ま
す
。
3
月
か
ら
稽
古
を
始
め
ま

し
た
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

で
稽
古
は
中
止
に
な
り
ま
し
た
。
と
て

も
悔
し
く
悲
し
か
っ
た
で
す
。

そ
れ
を
今
回
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
を
勝

ち
抜
い
て
一
緒
の
舞
台
に
立
つ
メ
ン

バ
ー
に
伝
え
た
と
こ
ろ
、
た
く
さ
ん
の

メ
ン
バ
ー
か
ら
「
大
丈
夫
だ
よ
。」「
本

番
は
必
ず
で
き
る
。」「
一
緒
に
頑
張
ろ

う
ね
。」と
連
絡
を
も
ら
い
ま
し
た
。
出

会
っ
て
間
も
な
い
メ
ン
バ
ー
ば
か
り
な

の
に
こ
ん
な
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
の

だ
と
う
れ
し
く
て
私
は
涙
が
流
れ
ま
し

た
。
コ
ロ
ナ
で
人
と
の
距
離
は
確
か
に

空
き
ま
し
た
が
、
心
が
つ
な
が
っ
て
い

る
人
が
私
に
は
い
る
の
だ
と
と
て
も
感

動
し
ま
し
た
。
そ
ん
な
支
え
て
く
れ
た

メ
ン
バ
ー
と
共
に
本
番
を
必
ず
や
ろ
う

と
誓
い
ま
し
た
。

やまうち かえで

山内　楓 さん
（龍江小６年）

私の将来の夢は、けがや病気になってし
まった動物やペットを助ける「じゅう医」
になることです。私の家で飼っていたネコ
が原因不明のまま死んでしまいました。病
気が分かっていれば治りょうがきちんとで
きたと思います。人間に比べてとても寿命
が短い動物の命の時間を決めるのは、人間だと思います。重い
けがや難しい病気の動物を助け、命をつないでいきたいです。
何事にも努力して勉強をやり、動物の役に立つ「じゅう医」
になりたいです。

しもじま よしお
市立病院　脳神経内科

下島吉雄  医師

ぐ
ん

ぼ
う
し
ゅ
よ
う
し
ょ
う
こ
う

ま
っ
し
ょ
う

２０20.８.１［広報いいだ］9
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日
頃
の
地
域
で
の
顔
の
見
え

る
お
付
き
合
い
が
、
い
ざ
と
い

う
と
き
の
助
け
合
い
に
つ
な
が

り
ま
す
。

　
感
染
防
止
を
踏
ま
え
た
新
し

い
避
難
様
式
が
示
さ
れ
、
こ
の

状
況
に
即
し
た
防
災
訓
練
が
各

地
区
で
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
新
し
い
生
活
様
式
を
踏
ま
え

た
自
治
活
動
が
始
ま
る
こ
の
機

会
を
き
っ
か
け
に
、
ぜ
ひ
隣
近

所
の
方
々
と
声
を
掛
け
合
い
、

地
域
で
行
う
防
災
訓
練
へ
参
加

を
す
る
な
ど
、
地
域
の
つ
な
が

り
を
深
め
る
活
動
に
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

　
ム
ト
ス
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

　
内
線
５
４
３
１

絆
を
深
め
る
自
治
会
活

動
へ
参
加
し
ま
し
ょ
う

　
市
議
会
で
は
、
条
例
や
予
算

な
ど
の
議
案
、
請
願
、
陳
情
な

ど
が
審
議
さ
れ
ま
す
。

　
本
会
議
、
委
員
会
と
も
に
ど

な
た
で
も
自
由
に
傍
聴
い
た
だ

け
ま
す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
状
況
に
よ
っ
て

は
、
傍
聴
者
の
人
数
を
制
限
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
と
し
て
、
傍
聴
に
お

越
し
の
際
は
以
下
の
事
項
に

ご
留
意
く
だ
さ
い
。

l
手
洗
い
、
マ
ス
ク
着
用
な
ど

の
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
に
ご
協
力

く
だ
さ
い
。

飯
田
市
議
会
第
３
回

定
例
会
が
開
会
し
ま
す

飯
田
市
議
会

特
別
定
額
給
付
金
の

申
請
期
限

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
伴
う
緊
急
経
済
対
策
と
し

て
、
全
国
す
べ
て
の
方
に
一
律

１０
万
円
が
支
給
さ
れ
る
「
特
別

定
額
給
付
金
」
の
申
請
期
限
が

近
づ
い
て
い
ま
す
。

　
期
限
ま
で
に
申
請
し
な
い
と

給
付
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま

す
の
で
、
手
続
き
を
お
済
ま
せ

く
だ
さ
い
。

▼
申
請
期
限

　
８
月
３１
日
㈪

※
当
日
消
印
有
効

▼
対
象

４
月
２７
日
時
点
で
飯
田
市
に

住
民
票
の
あ
る
方
で
、
ま
だ

申
請
を
済
ま
せ
て
い
な
い
方
。

▼
申
請
方
法

５
月
下
旬
に
市
か
ら
送
付
し

た
申
請
書
に
預
金
口
座
情
報

な
ど
必
要
事
項
を
記
入
し
、

免
許
証
な
ど
の
本
人
確
認
書

類
の
写
し
、
預
金
通
帳
な
ど

の
口
座
確
認
書
類
の
写
し
を

添
付
し
、
返
信
用
封
筒
で
お

送
り
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

市
民
課

特
別
定
額
給
付
金
担
当

　
内
線
３
９
１
５

l
受
付
に
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
液

を
設
置
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

手
指
の
消
毒
を
お
願
い
し
ま

す
。

l
体
調
が
す
ぐ
れ
な
い
場
合
は
、

傍
聴
を
お
控
え
く
だ
さ
い
。

▼
第
３
回
定
例
会
の
主
な
日
程

○
開
会
・
予
算
決
算
委
員
会

８
月
２５
日
㈫

○
一
般
質
問

９
月
９
日
㈬
・
１０
日
㈭

○
総
務
委
員
会

８
月
３１
日
㈪
・
９
月
１
日
㈫

○
社
会
文
教
委
員
会

９
月
１
日
㈫
・
２
日
㈬

○
産
業
建
設
委
員
会

９
月
２
日
㈬
・
３
日
㈭

○
リ
ニ
ア
推
進
特
別
委
員
会

９
月
７
日
㈪

○
予
算
決
算
委
員
会

９
月
１７
日
㈭

○
閉
会

９
月
２３
日
㈬

※
傍
聴
制
限
の
有
無
、
開
会
時

刻
な
ど
の
詳
細
は
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
事
前
予
約
は
不
要
で
す
が
、

団
体
な
ど
大
勢
で
傍
聴
す
る

場
合
は
、
事
前
に
議
会
事
務

局
ま
で
連
絡
を
お
願
い
し
ま

す
。

※
小
中
学
校
、
高
校
な
ど
の
傍

聴
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

※
本
会
議
お
よ
び
委
員
会
の
様

子
は
、
飯
田
市
議
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
の
リ
ン
ク
に
よ

る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
で

も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　
議
会
事
務
局

　
内
線
５
６
１
２



犬の狂犬病予防注射日程  【延期再開分】

※ 旧市５地区、座光寺、川路、三穂、山本、上村、南信濃

場 所
竜東地域、鼎、上郷

9月11日
㈮

１３:００～１５:００
  ８:４５～  ８:５５
  ９:０５～  ９:２０
  ９:４０～１０:００
１０:１５～１０:３０
１０:４０～１０:５０
１１:０５～１１:１５
１１:２５～１１:３５
１１:４５～１１:５５
１２:１０～１２:２５
  ８:４５～  ９:００
  ９:１５～  ９:３５
  ９:５０～１０:０５
１０:２０～１０:３５
１０:５０～１１:００
１１:２０～１２:００
１３:０５～１３:１５
１３:２５～１３:４０
  ８:５０～  ９:１０
  ９:２５～  ９:４０
  ９:５５～１０:１０
１０:２５～１０:５０
１１:１０～１１:４５
１３:１５～１４:００
１０:００～１２:００
１３:００～１５:００

9月13日
㈰

9月９日
㈬

9月８日
㈫

9月５日㈯

竜丘

川路

松尾

東野

伊賀良

松尾、竜丘、伊賀良
※

地 区期 日 時 間
市役所駐車場（箕瀬側）
御薬師堂
駄科区民センター
竜丘自治振興センター
長野原区民センター
時又ふれあいセンター
上川路公民館
龍峡酪農業協同組合
龍峡会館
川路自治振興センター
上溝集会所
新井コミュニティー消防センター
清水コミュニティー消防センター
毛賀区民会館
八幡町第二公会堂
松尾自治振興センター
東野自治会館
飯田市武道館
下殿岡公会堂
上殿岡区集会所
三日市場研修センター
中村会館
北方会館
伊賀良自治振興センター
市役所駐車場（箕瀬側）
市役所駐車場（箕瀬側）

２０20.8.１［広報いいだ］11

　
延
期
し
て
い
た
狂
犬
病
予
防

注
射
（
集
合
注
射
）
を
行
い
ま

す
。
年
１
回
の
予
防
注
射
は
飼

い
主
の
義
務
で
す
。
今
年
度
未

注
射
の
飼
い
主
は
、
接
種
忘
れ

の
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

市
役
所
会
場
で
の
注
射
は
地
区

割
指
定
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

で
き
る
限
り
指
定
の
日
時
に
お

越
し
い
た
だ
き
、
密
集
回
避
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

犬
の
狂
犬
病
予
防
注
射

（
延
期
分
再
開
）

　
当
日
は
マ
ス
ク
着
用
で
お
願

い
し
ま
す
。
飼
い
主
が
体
調
不

良
の
場
合
は
来
場
を
お
控
え
く

だ
さ
い
。

▼
狂
犬
病
予
防
注
射

○
対
象

生
後
９１
日
を
経
過
し
た
飼
い

犬
（
家
の
中
で
飼
っ
て
い
る

犬
も
含
む
）

※
健
康
に
異
常
が
あ
る
場
合
や

過
去
に
異
常
を
起
こ
し
た
こ

と
の
あ
る
犬
は
、
動
物
病
院

で
受
け
て
く
だ
さ
い
。

○
料
金

　
３
６
０
０
円　

※
釣
り
銭
の
い
ら
な
い
よ
う
ご

協
力
く
だ
さ
い
。

※
動
物
病
院
で
の
接
種
料
金
は
、

こ
の
限
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

○
持
ち
物

　
犬
の
狂
犬
病
予
防
注
射
（
延

期
分
再
開
）
の
お
知
ら
せ
は

が
き
（
８
月
上
旬
郵
送
）

※
前
記
の
は
が
き
が
お
手
元
に

な
い
方
は
、
環
境
課
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
犬
の
新
規
登
録

犬
の
新
規
登
録
が
お
済
み
で

な
い
方
は
、
注
射
会
場
、
ま

た
は
環
境
課
に
て
必
ず
新
規

登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
対
象

生
後
９１
日
を
経
過
し
た
飼
い

犬
○
料
金

登
録
の
み　
　
３
０
０
０
円

　
登
録
と
注
射　
６
６
０
０
円

※
釣
り
銭
の
い
ら
な
い
よ
う
ご

協
力
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

　
環
境
課　
環
境
衛
生
係

　
内
線
５
４
６
２

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
視
聴

手
続
き
の
お
願
い

　
竜
東
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
（
下

久
堅
・
上
久
堅
・
千
代
・
龍
江

地
区
）、
遠
山
郷
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
（
上
村
・
南
信
濃
地
区
）

を
ご
利
用
の
方
で
、
引
っ
越
し

な
ど
に
よ
り
視
聴
し
な
く
な
っ

た
場
合
に
は
、
視
聴
を
中
止
す

る
た
め
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　
詳
し
く
は
Ｉ
Ｉ
Ｄ
Ａ
ブ
ラ
ン

ド
推
進
課
、
ま
た
は
各
自
治
振

興
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

Ｉ
Ｉ
Ｄ
Ａ
ブ
ラ
ン
ド
推
進
課

内
線
２
２
３
１

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、掲載内容が変更になる場合があります。
最新の情報は市ウェブサイトをご覧いただくか、各問い合わせ先にご確認ください。
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ま
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バ
ル
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美
術
博
物
館
で
は
次
の
と
お

り
展
示
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
多
く
の
方
の
ご
来
館
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

美
術
博
物
館
の
展
示

　
ア
リ
の
目
や
花
粉
、
小
さ
な

化
石
な
ど
、
不
思
議
な
ミ
ク
ロ

の
世
界
へ
皆
さ
ん
を
ご
案
内
し

ま
す
。

　
観
覧
券
を
お
持
ち
の
方
な
ら

ど
な
た
で
も
ご
参
加
い
た
だ
け

ま
す
。

▼
日
時

９
月
６
日
㈰
、
２０
日
㈰

午
前
１１
時
〜
正
午
、

午
後
２
時
～
３
時

▼
場
所

美
術
博
物
館
科
学
工
作
室

▼
問
い
合
わ
せ

　
美
術
博
物
館

☎
０
２
６
５（
２
２
）８
１
１
８

美
術
博
物
館
の

電
子
顕
微
鏡
観
察
教
室

爆
音
機
な
ど
に
よ
る

騒
音
防
止

　
ス
ズ
メ
や
カ
ラ
ス
な
ど
に
よ

る
農
作
物
被
害
防
止
の
た
め
に

使
用
さ
れ
る
爆
音
機
や
音
声
機

器
に
つ
い
て
、
例
年
、
周
辺
住

民
の
方
か
ら
騒
音
苦
情
が
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
爆
音
機
な
ど
を
使
っ
て
い
る

方
は
、
農
作
物
収
穫
の
確
保
と

快
適
な
住
環
境
維
持
の
両
立
に

向
け
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
ご

協
力
く
だ
さ
い
。

○
設
置
に
当
た
り
、
事
前
に
周

辺
住
民
の
方
に
知
ら
せ
る
な

ど
、
周
囲
に
十
分
配
慮
し
て

使
用
す
る
こ
と
を
心
が
け
て

く
だ
さ
い
。

○
住
宅
か
ら
直
線
距
離
に
し
て

2
0
0
ｍ
未
満
の
位
置
で
は
、

爆
音
機
な
ど
を
使
用
し
な
い

で
く
だ
さ
い
。

※
住
宅
か
ら
2
0
0
ｍ
以
上
離

れ
た
位
置
に
設
置
す
る
場
合

で
も
、
収
穫
期
や
そ
の
他
の

必
要
最
低
限
の
時
期
に
限
定

し
た
使
用
に
と
ど
め
て
く
だ

さ
い
。

※
地
形
や
周
辺
環
境
を
考
慮
の

上
、
筒
先
を
住
宅
地
に
向
け

な
い
よ
う
ご
配
慮
く
だ
さ
い
。

　
中
心
市
街
地
の
飲
食
店
で
ま

ち
歩
き
・
食
べ
歩
き
・
飲
み
歩

き
が
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　
今
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
た
め
、

「
飯
田
下
伊
那
地
区
に
在
住
さ

れ
て
い
る
方
、
ま
た
は
飯
田
下

伊
那
地
区
に
勤
務
さ
れ
て
い
る

方
」
を
対
象
と
し
、
期
日
指
定

で
２
日
間
に
分
け
て
開
催
し
ま

す
。

　
チ
ケ
ッ
ト
は
前
売
り
券
の
み

第
５
回
飯
田
丘
の
ま
ち

バ
ル
を
開
催
し
ま
す
！

○
早
朝
お
よ
び
夜
間
は
、
爆
音

機
な
ど
の
使
用
を
控
え
て
く

だ
さ
い
。

※
使
用
時
間
は
原
則
と
し
て
、

日
の
出
か
ら
日
没
ま
で
と
し
、

近
隣
に
住
宅
の
あ
る
場
合
に

は
、
睡
眠
の
妨
げ
と
な
ら
な

い
よ
う
、
朝
の
早
い
時
間
帯

の
使
用
を
自
粛
し
て
く
だ
さ

い
。

○
爆
音
機
や
音
声
機
器
な
ど
に

代
わ
る
防
鳥
網
や
テ
グ
ス
な

ど
を
積
極
的
に
使
用
し
て
く

だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

　
農
業
課　
生
産
振
興
係

☎
０
２
６
５（
２
１
）３
２
１
７

の
販
売
で
す
。
販
売
枚
数
に
限

り
が
あ
る
た
め
、
お
早
め
に
お

買
い
求
め
く
だ
さ
い
。

▼
期
日

８
月
２３
日
㈰
、

３０
日
㈰

▼
チ
ケ
ッ
ト
料
金

３
５
０
０
円

※
１
冊
５
枚
綴
り
で
５
店
舗
を

利
用
で
き
ま
す
。

※
各
日
と
も
１
０
０
０
冊
限
定

▼
チ
ケ
ッ
ト
発
売
日

８
月
６
日
㈭
〜

※
完
売
次
第
終
了
し
ま
す
。

▼
チ
ケ
ッ
ト
取
扱
場
所

参
加
店
舗
、
ま
ち
な
か
イ
ン

フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
、

飯
田
商
工
会
議
所
な
ど

※
参
加
店
舗
の
詳
細
な
ど
は
飯

田
丘
の
ま
ち
バ
ル
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

飯
田
市
中
心
市
街
地
活
性
化

協
会

☎
０
２
６
５（
５
２
）１
７
１
５

▼
菱
田
春
草
常
設
展
示

第
２３
期
春
草
の
山
水
画

「
菊
慈
童
」

８
月
２２
日
㈯
～
９
月
２２
日
㈷

▼
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
示

「
没
後

３０
年
須す

だ田
剋こ
く
た太
」

８
月
２２
日
㈯
～
９
月
２２
日
㈷

▼
文
化
ト
ピ
ッ
ク
展
示

「
国
学
っ
て
何
？
」

８
月
２２
日
㈯
～
１１
月
１２
日
㈭

▼
問
い
合
わ
せ

美
術
博
物
館

☎
０
２
６
５（
２
２
）８
１
１
８



飯
田
市
美
術
博
物
館

令和元年度
「素敵なパートナー女と男」 標語

入賞作品の紹介

★入選 【児童・生徒の部】
座光寺小学校 ５年　椎谷 綾華
女（ひと）と男（ひと）
　　 みんなで支えて  あたりまえ

※学校名や学年は入賞当時のものです。
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９
月
か
ら
秋
の
新
番
組
「
ノ

ー
マ
ン
・
ザ
・
ス
ノ
ー
マ
ン
～

流
れ
星
の
ふ
る
夜
に
～
」
が
始

ま
り
ま
す
。

　
今
日
は
流
れ
星
が
た
く
さ
ん

流
れ
る
日
な
の
に
、
町
は
雪
…

「
ど
う
し
て
も
流
れ
星
を
み
た

い
！
」
と
い
う
思
い
を
胸
に
、

少
年
と
雪
だ
る
ま
の
ノ
ー
マ
ン

は
、
流
星
群
を
見
る
た
め
に
町

を
出
ま
す
。
二
人
の
小
さ
な
冒

険
に
、
思
わ
ず
キ
ュ
ン
と
な
る

珠
玉
の
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
作
品
で

す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
土
・
日
曜
日
、
祝
日
の
プ
ロ

　
グ
ラ
ム

○
午
前
１０
時
～

ノ
ー
マ
ン
・
ザ
・
ス
ノ
ー
マ

ン
～
流
れ
星
の
ふ
る
夜
に
～

○
午
後
１
時
～

火
星
に
い
こ
う

○
午
後
４
時
～

予
約
投
影

▼
平
日
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

○
午
前
１０
時
～
午
後
５
時

予
約
投
影

▼
場
所

美
術
博
物
館

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
天
歩

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
天
歩

秋
の
番
組

　
七
夕
は
古
来
、
旧
暦
７
月
７

日
に
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
今

年
は
８
月
２５
日
㈫
が
旧
暦
七
夕

に
当
た
り
ま
す
。

　
梅
雨
が
明
け
て
、
天
の
川
が

高
く
上
が
る
本
来
の
旧
暦
七
夕

に
合
わ
せ
て
、
伝
統
的
七
夕
を

一
緒
に
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

▼
テ
ー
マ　

伝
統
的
七
夕
を
楽
し
も
う

▼
日
時

　
８
月
２５
日
㈫　

午
後
７
時

３０
分
～
８
時

３０
分

▼
場
所

美
術
博
物
館
屋
上

（
受
付
／
科
学
工
作
室
）

▼
定
員

　
５
組
（
１
組
４
人
ま
で
）

※
今
回
の
観
望
会
は
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
の
た

め
定
員
を
減
ら
し
て
行
い
ま

す
。

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
天
歩

８
月
星
空
観
望
会

　
本
年
度
の
春
草
講
座
は
春
草

の
名
画
に
焦
点
を
あ
て
ま
す
。

第
１
講
は
「
菊
慈
童
」
で
す
。

朦も
う
ろ
う
た
い

朧
体
期
の
名
品
に
つ
い
て
、

そ
の
見
所
を
紹
介
し
、
制
作
の

▼
料
金

　
一
般　
　
２
５
０
円

高
校
生　
１
５
０
円

小
中
学
生　
　

５０
円

▼
問
い
合
わ
せ

美
術
博
物
館

☎
０
２
６
５（
２
２
）８
１
１
８

▼
申
込
方
法

前
日
ま
で
に
電
話
に
て
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
参
加
費

　
無
料

▼
雨
天
・
曇
天
時

室
内
に
て
簡
単
な
お
話
の
開

催
、
ま
た
は
中
止
に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

▼
そ
の
他

状
況
に
よ
り
オ
ン
ラ
イ
ン
観

望
会
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中

継
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
美
術
博
物
館
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
ま
た
は
電
話
に
て

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

美
術
博
物
館

☎
０
２
６
５（
２
２
）８
１
１
８

背
景
を
探
り
ま
す
。

　
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

▼
演
題

第
１
講　
名
画
探
訪
菊
慈
童

▼
日
時

９
月
９
日
㈬

午
後
６
時

３０
分
～
８
時

▼
場
所

美
術
博
物
館
講
堂

▼
講
師

小
島
淳あ
つ
し

（
美
術
博
物
館
学
芸
員
）

▼
定
員

　
３０
人
（
先
着
順
）

▼
受
講
料

　
無
料

※
事
前
申
し
込
み
不
要

▼
問
い
合
わ
せ

美
術
博
物
館

☎
０
２
６
５（
２
２
）８
１
１
８

美
術
博
物
館
の
春
草
講
座

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、掲載内容が変更になる場合があります。
最新の情報は市ウェブサイトをご覧いただくか、各問い合わせ先にご確認ください。
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シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で

は
、
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
を
始
め

て
み
よ
う
と
い
う
初
心
者
の
方

向
け
の
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

▼
対
象　
６５
歳
以
上
の
方

▼
日
時

９
月
か
ら
１０
月
ま
で
全
３
回

の
コ
ー
ス
で
開
催
し
ま
す
。

第
１
回
目　
９
月
９
日
㈬

午
前
９
時
１５
分
～
１１
時
３０
分

※
雨
天
の
場
合
は
開
催
日
を
変

更
し
ま
す
。

※
第
２
回
目
以
降
の
日
程
は
、

第
１
回
目
を
申
し
込
ま
れ
た

方
に
通
知
を
郵
送
し
ま
す
。

▼
場
所

下
久
堅
親
水
公
園
マ
レ
ッ
ト

ゴ
ル
フ
場

▼
定
員　
２５
人　

▼
受
講
料

　
２
０
０
円
／
回
（
道
具
代
）

※
道
具
の
あ
る
方
は
不
要

▼
申
込
方
法

電
話
に
て
お
申
し
込
み
く
だ

初
心
者
の
た
め
の

マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
教
室

　
近
年
、
大
雨
な
ど
の
異
常
気

象
で
大
き
な
災
害
が
各
地
で
発

生
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
地
球

温
暖
化
が
影
響
し
て
い
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
問
題
は
、

ご
み
を
減
ら
し
、
自
然
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
使
い
、
二
酸
化
炭
素

の
発
生
を
減
ら
す
こ
と
が
有
効

な
対
策
で
す
。

　
お
話
や
工
作
を
通
し
て
、
エ

コ
や
環
境
問
題
に
つ
い
て
親
子

で
一
緒
に
学
び
ま
せ
ん
か
。

▼
対
象

　
小
学
生
と
保
護
者

▼
日
時

　
９
月
１２
日
㈯

　
午
前
１０
時
～
午
後
１２
時

３０
分

▼
場
所　
松
尾
公
民
館
講
座
室

▼
定
員　
２０
組

４０
人

▼
内
容

地
球
を
守
る
３
Ｒ
の
お
話
、

環
境
や
身
近
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
お
話
、
ソ
ー
ラ
ー
カ
ー
作

り
▼
受
講
料

５
０
０
円
／
組
（
ソ
ー
ラ
ー

カ
ー
材
料
費
）

▼
申
込
方
法

電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
お

調
理
師
試
験
お
よ
び

合
格
対
策
講
座

　
飯
伊
調
理
師
会
で
は
、
調
理

師
試
験
お
よ
び
合
格
対
策
講
座

を
実
施
し
ま
す
。

▼
試
験
日
時

　
１１
月
１３
日
㈮

　
午
後
１
時
～
３
時

（
受
付
／
午
前
１１
時
３０
分
～

午
後
12
時
３０
分
）

▼
試
験
場
所

　
南
信
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

▼
合
格
発
表
日
時

１２
月
１１
日
㈮

午
前
９
時
か
ら
飯
田
保
健
福

祉
事
務
所
に
て
掲
示
後
、
本

人
宛
て
に
通
知
し
ま
す
。
ま

た
、
長
野
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
も
ご
確
認
い
た
だ
け
ま
す
。

▼
願
書
提
出
方
法

○
受
付
期
間

　
９
月
１
日
㈫
～
３
日
㈭

　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

○
受
付
場
所

　
県
飯
田
合
同
庁
舎
２
階

　
２
０
２
号
会
議
室

○
持
ち
物

受
付
願
書
、
履
歴
書
、
調

理
業
務
従
事
証
明
書
、
写

真
（
名
刺
判
ま
た
は
パ
ス

ポ
ー
ト
サ
イ
ズ
）、
受
験
料

（
６
２
０
０
円
）

※
受
付
願
書
、
履
歴
書
、
調
理

業
務
従
事
証
明
書
の
様
式
は
、

飯
田
保
健
福
祉
事
務
所
食
品

・
生
活
衛
生
課
に
て
お
受
け

取
り
く
だ
さ
い
。

▼
合
格
対
策
講
座

○
日
時

　
１０
月
１９
日
㈪
・
２０
日
㈫

　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

○
場
所

　
南
信
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

○
受
講
料

　
３
万
円

○
持
ち
物

受
講
票
、
テ
キ
ス
ト
、
問
題

集
、
筆
記
用
具
、
昼
食
、
飲

み
物
、
マ
ス
ク

○
申
込
方
法

調
理
師
試
験
願
書
提
出
時
に

受
講
料
を
添
え
て
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

飯
伊
調
理
師
会
（
飯
田
保
健

福
祉
事
務
所
内
）

☎
０
２
６
５（
２
３
）０
３
０
３

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

　
環
境
モ
デ
ル
都
市
推
進
課

　
内
線
３
４
７
４

０
２
６
５（
５
３
）２
３
３
３

さ
い
。

▼
申
込
締
切　
８
月
２７
日
㈭

▼
申
し
込
み
･
問
い
合
わ
せ

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
６
５（
２
２
）８
６
９
０

こ
ど
も
エ
コ
講
座
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自
然
の
恵
み
豊
か
な
遠
山
郷

は
、
貴
重
な
動
植
物
が
生
息
し
、

環
境
と
調
和
し
た
生
活
と
文
化

か
ら
「
南
ア
ル
プ
ス
ユ
ネ
ス
コ

エ
コ
パ
ー
ク
」、「
南
ア
ル
プ
ス

ジ
オ
パ
ー
ク
」
と
し
て
登
録
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
山
や
川
を
実
際
に
見
て
、
南

ア
ル
プ
ス
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー

ク
、
ジ
オ
パ
ー
ク
の
素
晴
ら
し

さ
を
知
っ
て
い
た
だ
く
と
と
も

に
、
生
態
系
や
人
間
生
活
と
の

関
わ
り
を
考
え
て
い
た
だ
く

機
会
と
し
て
、「
南
ア
ル
プ
ス

（
遠
山
郷
）
を
楽
し
も
う
！
」

を
開
催
し
ま
す
。

▼
対
象

　
市
内
に
お
住
ま
い
の
方

▼
日
時
・
内
容

○
講
義
（
座
学
）

　
９
月
２１
日
㈷

午
後
２
時
～
４
時

南
ア
ル
プ
ス（
遠
山
郷
）

を
楽
し
も
う
！

障
が
い
者
趣
味
教
室

「
ワ
イ
ヤ
ー
ア
ー
ト
」

　
障
が
い
の
あ
る
方
を
対
象
に
、

ワ
イ
ヤ
ー
ア
ー
ト
教
室
を
開
催

し
ま
す
。
針
金
を
好
き
な
形
に

曲
げ
て
、
花
や
動
物
な
ど
の
作

品
を
作
り
ま
す
。
玄
関
に
も
飾

れ
る
自
分
だ
け
の
ワ
イ
ヤ
ー
ア

ー
ト
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。 

▼
対
象

市
在
住
の
障
が
い
の
あ
る
方

▼
日
時

８
月
２９
日
㈯

　
午
前
１０
時
〜
正
午

▼
場
所

　
さ
ん
と
ぴ
あ
飯
田
２
階

　
社
会
適
応
訓
練
室

▼
定
員

　
５
人

※
先
着
順

▼
持
ち
物

　
マ
ス
ク

▼
受
講
料

３
０
０
円
（
材
料
費
）

▼
注
意
事
項

通
訳
者
や
介
添
者
な
ど
は
ご

　
起
業
・
創
業
を
考
え
て
い
る

方
へ
の
個
別
指
導
を
交
え
た
講

座
を
開
催
し
ま
す
。

　
夏
の
陣
で
は
お
お
む
ね
１
年

以
内
に
創
業
す
る
予
定
の
方
を

対
象
と
し
た
内
容
で
実
施
し
ま

す
。

▼
日
時

○
８
月
２２
日
㈯

　
午
後
１
時

３０
分
～
６
時

３０
分

○
８
月
２３
日
㈰

午
前
９
時

３０
分
～

午
後
５
時

３０
分

▼
場
所

　
飯
田
商
工
会
館
１
階

▼
講
師

　
高
橋
浩こ

う
じ士
さ
ん

（
ス
モ
ー
ル
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
）

▼
内
容

○
創
業
へ
の
ガ
イ
ダ
ン
ス

○
事
業
ア
イ
デ
ア
と
ビ
ジ
ネ
ス

プ
ラ
ン
を
作
る

○
販
売
促
進
の
実
務
ほ
か

▼
受
講
料

　
無
料

▼
申
込
方
法

電
話
に
て
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

い
い
だ
創
業
塾

〜
夏
の
陣
〜

▼
申
込
締
切

　
８
月
１９
日
㈬

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

○
金
融
政
策
課

☎
０
２
６
５（
５
９
）７
１
６
１

○
飯
田
商
工
会
議
所　
　

☎
０
２
６
５（
２
４
）１
５
０
０

○
現
地
研
修

　
９
月
２２
日
㈷

午
前
９
時
～
午
後
５
時　

▼
雨
天
時

　
現
地
研
修
の
み
９
月
２６
日
㈯

に
延
期
し
ま
す
。

▼
場
所

○
講
義

　
美
術
博
物
館

○
現
地
研
修

　
上
村
・
南
信
濃
地
区
（
市
役

所
か
ら
バ
ス
で
出
発
、
現
地

集
合
可
）

※
ど
ち
ら
か
１
日
の
み
の
参
加

も
可
能

▼
定
員

　
２０
人
（
現
地
研
修
の
み
）

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

と
な
り
ま
す
。

▼
受
講
料

現
地
研
修
の
み
１
０
０
０
円

（
昼
食
代
）

▼
感
染
症
予
防
対
策
に
つ
い
て

マ
ス
ク
を
着
用
の
上
、
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
方
法

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話

番
号
を
明
記
の
上
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

ま
た
は
メ
ー
ル
に
て
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
締
切

　
８
月
３１
日
㈪

▼
問
い
合
わ
せ

　
環
境
課　
環
境
保
全
係

　
内
線
５
４
６
３

０
２
６
５（
２
２
）４
６
７
３

ikankyou@city.iida.nagano.jp

自
身
で
手
配
を
お
願
い
し
ま

す
。

ま
た
、
付
き
添
い
の
方
が
い

ら
っ
し
ゃ
る
場
合
は
事
前
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
方
法

電
話
ま
た
は
F
A
X
に
て
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
締
切

　
８
月
２１
日
㈮

※
定
員
に
な
り
次
第
締
切

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
飯
田
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
地
域
福
祉
課

☎
０
２
６
５（
５
３
）３
１
８
２

０
２
６
５（
５
３
）３
１
８
３

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、掲載内容が変更になる場合があります。
最新の情報は市ウェブサイトをご覧いただくか、各問い合わせ先にご確認ください。



職
員
募
集

※１ 給与は令和２年４月１日現在の内容であり、採用までの間に変更となる場合があります。
また、職歴など経歴がある方は、原則としてこれより高い初任給が支給されます。

※２ 土木初級とは、高校卒業程度の知識・教養を持つ土木職の採用区分です。採用後は、個人が有している資格や
専門分野を考慮しつつ、主に土木分野に携わります。

※３ ＳＰＩ３は、文章の意味の理解力、論理的思考力、適性検査などの能力を測定する総合能力試験です。

令和３年４月採用予定　飯田市職員採用試験

試験区分
採用
予定
人数

勤務予定
機関

第１次
試験方法

第１次
試験日

受験資格
（詳細は試験実施要綱参照） 給　与  ※１

資格または
免許 年　 齢 初任給 手   当

エスピーアイスリー
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飯
田
市
職
員
募
集

（
行
政
初
級
・
土
木
初
級
）

　
令
和
３
年
４
月
採
用
予
定
の

飯
田
市
職
員
採
用
試
験
（
行
政

初
級
・
土
木
初
級
）
を
実
施
し

ま
す
。

▼
試
験
内
容

　
下
表
の
と
お
り

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
状
況
に
よ
り
、
試
験
日

程
な
ど
を
変
更
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

　
そ
の
場
合
、
メ
ー
ル
ま
た
は

市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
て
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

▼
試
験
実
施
要
綱
と
試
験
申
込

書
の
入
手
方
法

○
窓
口
に
て
受
け
取
る
場
合

障
が
い
者
趣
味
教
室

「
モ
ザ
イ
ク
タ
イ
ル
」

　
障
が
い
の
あ
る
方
を
対
象
に
、

モ
ザ
イ
ク
タ
イ
ル
教
室
を
開
催

し
ま
す
。
好
き
な
色
の
モ
ザ
イ

ク
タ
イ
ル
を
使
っ
て
、
飾
っ
て

も
き
れ
い
な
鍋
敷
き
を
作
っ
て

み
ま
せ
ん
か
。　

▼
対
象

市
在
住
の
障
が
い
の
あ
る
方

▼
日
時

　
９
月
１２
日
㈯

　
午
後
１
時

３０
分
～
３
時

▼
場
所

　
勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階

　
視
聴
覚
室

▼
定
員

　
１０
人
（
先
着
順
）

▼
持
ち
物

エ
プ
ロ
ン
、
マ
ス
ク

▼
受
講
料

　
５
０
０
円
（
材
料
費
）

▼
注
意
事
項

通
訳
者
や
介
添
者
な
ど
は
ご

自
身
で
手
配
を
お
願
い
し
ま

す
。

ま
た
、
付
き
添
い
の
方
が
い

ら
っ
し
ゃ
る
場
合
は
事
前
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
方
法

電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
締
切

　
８
月
２１
日
㈮

※
定
員
に
な
り
次
第
締
切

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
飯
田
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
地
域
福
祉
課　

☎
０
２
６
５（
５
３
）３
１
８
２

０
２
６
５（
５
３
）３
１
８
３

人
事
課
、
各
自
治
振
興
セ
ン

タ
ー
窓
口
に
て
お
受
け
取
り

く
だ
さ
い
。

○
郵
送
を
希
望
す
る
場
合

１
２
０
円
切
手
を
貼
っ
た
返

信
用
封
筒
（
試
験
区
分
と
宛

先
明
記
、
角
形
２
号
）
を
同

封
の
上
、
人
事
課
へ
ご
請
求

く
だ
さ
い
。

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
場
合

市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
応
募
方
法

次
の
書
類
を
月
曜
日
〜
金
曜

日
の
午
前
８
時

３０
分
か
ら
午

後
５
時
１５
分
ま
で
に
人
事
課

へ
本
人
ま
た
は
代
理
の
方
が

ご
持
参
く
だ
さ
い
（
郵
送

可
）。

○
試
験
申
込
書

○
住
所
、
氏
名
、
試
験
区
分
を

記
載
し
、
２
４
４
円
分
の
切

手
を
貼
っ
た
長
形
３
号
封
筒

▼
募
集
締
切

　
８
月
２１
日
㈮

※
当
日
消
印
有
効

▼
応
募
・
問
い
合
わ
せ

　
〒
３
９
５
︱
８
５
０
１

大
久
保
町
２
５
３
４

　
総
務
部
人
事
課

　
内
線
２
１
４
１



市
営
霊
園

期
日
前
投
票
　
立
会
人

【桐林墓地公園】

【矢高霊園】
聖域の
種類 面積 石碑

様式
募集
区画数 使用料

※柏原霊園は随時募集中

聖域の
種類 面積 石碑

様式
募集
区画数 使用料

302,000 円

１号聖域

４㎡

和･洋式

４号聖域

５号聖域

６号聖域

８号聖域

９号聖域

１

１

１

１

１

１

453,000 円

317,000 円

434,000 円和･洋式

和式

和式

洋式

和式

６㎡

４㎡

４㎡

350,000 円
い号聖域

４㎡
か号聖域

１

１

和式

和･洋式
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▼
応
募
資
格

市
内
に
お
住
ま
い
、
ま
た
は

本
籍
を
有
す
る
方
で
、
お
墓

が
な
く
お
困
り
の
方

※
ご
遺
骨
が
あ
る
方
を
優
先
し

ま
す
。

▼
募
集
期
間

　
８
月
１４
日
㈮
～
２７
日
㈭

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除

く
）

▼
募
集
内
容

　
左
表
の
と
お
り

▼
申
込
方
法

申
込
書
に
住
民
票
（
本
籍
入

り
の
も
の
）
１
通
を
添
付
し
、

市
営
霊
園
使
用
者
募
集

環
境
課
窓
口
へ
ご
提
出
く
だ

さ
い
。

※
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
お
よ
び
環

境
課
に
、
申
込
書
と
募
集
区

画
の
位
置
図
を
用
意
し
て
い

ま
す
。

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
と

な
り
ま
す
。

▼
抽
選

○
日
時

　
９
月
３
日
㈭　
午
前
９
時
～

○
場
所

市
役
所
Ｃ
棟
２
階

Ｃ
２
１
１
・
２
１
２
会
議
室

※
募
集
数
に
満
た
な
か
っ
た
区

画
は
、
９
月
４
日
㈮
以
降
随

時
募
集
し
ま
す
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
環
境
課　
環
境
衛
生
係

　
内
線
５
４
６
１

飯
田
市
長
選
挙　
期
日
前

投
票
所
立
会
人
の
募
集

　
飯
田
市
長
選
挙
に
お
け
る
期

日
前
投
票
所
の
投
票
立
会
人
を

募
集
し
ま
す
。

▼
期
日
前
投
票
所
の
投
票
立
会

人
と
は

期
日
前
投
票
所
で
、
投
票
お

よ
び
投
票
事
務
が
公
正
か
つ

確
実
に
行
わ
れ
て
い
る
か
、

立
ち
会
い
を
す
る
人
で
す
。

▼
主
な
業
務

○
投
票
の
手
続
き
が
適
正
に
行

わ
れ
て
い
る
か
確
認
す
る
。

○
投
票
用
紙
の
持
ち
帰
り
な
ど

が
な
い
よ
う
公
正
を
確
保
す

る
。

○
投
票
録
な
ど
の
書
類
の
内
容

を
確
認
し
、
署
名
、
押
印
す

る
。

▼
期
間

１０
月
１２
日
㈪
～
１７
日
㈯

▼
時
間

午
前
８
時

３０
分
～
午
後
８
時

▼
場
所

市
役
所
本
庁
舎

▼
報
酬

９
６
０
０
円
／
日
（
予
定
）

※
所
得
税
を
源
泉
徴
収
し
ま
す
。

交
通
費
、
食
事
代
の
支
給
は

あ
り
ま
せ
ん
。

※
報
酬
の
支
払
い
は
、
後
日
指

定
口
座
に
振
り
込
み
ま
す

（
選
挙
終
了
後
１
カ
月
程
度
）。

▼
応
募
資
格

○
市
内
に
住
所
を
有
し
、
市
の

選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て

い
る
満
１８
歳
以
上
の
方
。

○
特
定
の
候
補
者
の
選
挙
運
動

や
政
治
活
動
を
行
っ
て
い
な

い
方
。

○
期
間
中
に
１
日
ま
た
は
２
日

間
の
立
ち
合
い
が
で
き
る
方
。

▼
募
集
人
員

１２
人
程
度

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
と

な
り
ま
す
。

▼
応
募
方
法

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
選
挙
管
理
委
員
会
事
務

局
に
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
電
子
メ
ー

ル
に
よ
る
申
し
込
み
も
可
能

で
す
（
電
話
で
の
応
募
は
で

き
ま
せ
ん
）。

▼
申
込
書
入
手
方
法

市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ
い
。

市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
な
い
場
合
は
、

郵
便
な
ど
に
よ
り
お
送
り
し

ま
す
の
で
、
選
挙
管
理
委
員

会
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

▼
募
集
締
切

８
月

２８
日
㈮

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

☎
０
２
６
５（
２
２
）４
５
２
４

０
２
６
５（
２
２
）６
１
４
０

senkyo@city.iida.nagano.jpマチイロ

プッシュ通知で
発行をお知らせ

スマホで手軽に
情報をチェック

スマートフォンアプリ

で広報いいだを配信中！

★ダウンロードはこちら

生涯学習・スポーツ課 スポーツ振興係 内線３７３１
問い合わせ・申し込み

８月の“月いちウォーキング”情報
絶景の下栗地区内を散策します。
日時／８月２９日㈯ ８：１５～１３：３０頃
集合場所／飯田市役所Ｃ棟側駐車場
定員／２５人
参加料／１人 １,２００円（昼食代）
申込締切／８月１９日㈬

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、掲載内容が変更になる場合があります。
最新の情報は市ウェブサイトをご覧いただくか、各問い合わせ先にご確認ください。



飯
田
広
域
消
防
本
部

移
住
相
談
会

飯
田
広
域
消
防
本
部
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飯
田
市
へ
Ｕ
タ
ー
ン
を
考
え

て
い
る
方
向
け
の
特
別
移
住
相

談
会
を
実
施
し
ま
す
。

▼
対
象

飯
田
市
へ
Ｕ
タ
ー
ン
就
職
を

考
え
て
い
る
学
生
、
帰
省
し

て
子
育
て
を
し
た
い
と
考
え

て
い
る
子
育
て
世
帯
の
方
な

ど
▼
日
時

８
月
１３
日
㈭
～
１６
日
㈰

各
日
午
前
１０
時
～
午
後
４
時

▼
場
所

市
役
所
Ｃ
棟
３
階

３
１
１
会
議
室

消
防
職
員
採
用
試
験

（
消
防
経
験
者
）

　
令
和
３
年
４
月
に
採
用
予
定

の
消
防
職
員
採
用
試
験
（
消
防

経
験
者
選
考
）
を
実
施
し
ま
す
。

▼
採
用
職
種
と
人
数

　
消
防
職
員　
２
人
程
度

▼
受
験
資
格　

昭
和
６２
年
４
月
２
日
以
降
の

出
生
者
で
他
の
消
防
本
部
で

消
防
吏
員
と
し
て
実
務
経
験

４
年
以
上
有
す
る
者

▼
第
１
次
考
査

　
１０
月
５
日
㈪
～
８
日
㈭

　
小
論
文
お
よ
び
書
類
選
考

▼
場
所　

　
飯
田
広
域
消
防
本
部
３
階　

　
大
会
議
室

▼
申
込
書
入
手
方
法

○
飯
田
広
域
消
防
本
部
、
各
消

防
署
・
分
署
で
受
け
取
り
。

○
１
４
０
円
切
手
を
貼
っ
た
返

信
用
封
筒
（
宛
名
明
記
、
角

形
２
号
）
を
同
封
し
、
総
務

消
防
職
員
採
用
試
験

（
４
月
採
用
第
２
回
）

　
令
和
３
年
４
月
に
採
用
予
定

の
消
防
職
員
採
用
試
験
（
第
２

回
）
を
実
施
し
ま
す
。

▼
採
用
職
種
と
人
数

　
消
防
職
員　
２
人
程
度

▼
受
験
資
格　

平
成
１３
年
４
月
２
日
～
平
成

１５
年
４
月
１
日
の
出
生
者

▼
第
１
次
試
験
日

１０
月
１８
日
㈰

▼
場
所　

飯
田
広
域
消
防
本
部
３
階　

大
会
議
室

▼
申
込
書
入
手
方
法

○
飯
田
広
域
消
防
本
部
、
各
消

防
署
・
分
署
で
受
け
取
り
。

○
１
４
０
円
切
手
を
貼
っ
た
返

信
用
封
筒
（
宛
名
明
記
、
角

形
２
号
）
を
同
封
し
、
総
務

課
職
員
係
へ
郵
送
に
て
請
求
。

○
飯
田
広
域
消
防
本
部
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
。

▼
募
集
期
間　

９
月
３
日
㈭
〜
１０
月
２
日
㈮

市
営
住
宅
・
県
営
住
宅

入
居
者
募
集

　
市
営
住
宅
お
よ
び
飯
伊
地
区

の
県
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集

し
ま
す
。
入
居
日
は
１０
月
１
日

㈭
か
ら
で
す
。

▼
受
付
期
間

８
月
１９
日
㈬
～

２８
日
㈮

○
月
・
火
・
水
・
金
・
日
曜
日

午
前
８
時
３０
分
～

午
後
５
時
１５
分

○
木
曜
日

午
前
８
時

３０
分
～
午
後
７
時

※
土
曜
日
は
お
休
み
し
ま
す
。

▼
抽
選
日
時

○
県
営
住
宅

９
月
４
日
㈮

午
前
１０
時
〜

○
市
営
住
宅

９
月
４
日
㈮

午
後
２
時
〜

▼
受
付
・
抽
選
場
所

長
野
県
住
宅
供
給
公
社
飯
田

管
理
セ
ン
タ
ー

（
追
手
町
２
︱
６
４
１
︱
４７
）

※
募
集
団
地
、
応
募
条
件
、
必

要
書
類
な
ど
の
詳
細
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
上
村
・
南
信
濃
地
区
の
市
営

住
宅
は
随
時
募
集
し
て
い
ま

す
。

▼
問
い
合
わ
せ

長
野
県
住
宅
供
給
公
社
飯
田

管
理
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
６
５（
４
８
）０
４
６
０

▼
相
談
内
容

就
職
・
転
職
に
関
す
る
こ
と
、

住
ま
い
に
関
す
る
こ
と
、
子

育
て
に
関
す
る
こ
と
な
ど
、

総
合
的
な
ご
相
談
が
可
能
で

す
。

※
１３
日
㈭
・
１４
日
㈮
の
各
日
午

後
に
は
、
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
に
よ
る
就
業
相
談

も
行
い
ま
す
。

※
密
集
を
避
け
る
た
め
事
前
予

約
制
で
す
。
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
の
申
し
込
み
フ
ォ
ー
ム
か

ら
お
申
し
込
み
い
た
だ
く
か
、

　
電
話
に
て
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

※
お
盆
期
間
中
に
帰
省
さ
れ
る

ご
家
族
や
ご
親
族
、
ご
友
人

の
方
な
ど
で
、
地
元
に
戻
っ

て
暮
ら
す
こ
と
を
考
え
て
い

る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し

た
ら
、
ぜ
ひ
お
声
が
け
く
だ

さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

結
い
タ
ー
ン
移
住
定
住
推
進

室内
線
５
４
４
４

※
当
日
消
印
有
効

▼
応
募
・
問
い
合
わ
せ

　
〒
３
９
５
︱
８
５
３
３

　
東
栄
町
３
３
４
５

飯
田
広
域
消
防
本
部

　
総
務
課　
職
員
係

☎
０
２
６
５（
２
３
）６
０
０
０

課
職
員
係
へ
郵
送
に
て
請
求
。

○
飯
田
広
域
消
防
本
部
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
。

▼
応
募
・
問
い
合
わ
せ

　
〒
３
９
５
︱
８
５
３
３

東
栄
町
３
３
４
５

飯
田
広
域
消
防
本
部

総
務
課　
職
員
係

☎
０
２
６
５（
２
３
）６
０
０
０

Ｕ
タ
ー
ン
者
向
け

特
別
相
談
会

https://w
w
w
.city.iida.lg.jp/

市
の

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を

ご
覧
く
だ
さ
い

市
の

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を

ご
覧
く
だ
さ
い

市
の

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を

ご
覧
く
だ
さ
い



住んでいない  家  をお持ちの方へ家

ムトスまちづくり推進課 空家等対策係　内線5442

住んでいない家の屋根材、外壁材などの飛散・
落下防止をしてください。
他人に損害を与えると所有者の責
任が問われる可能性があります。

民法７１７条（土地の工作物等の占有者及び所有者の責任）の抜粋
土地の工作物の設置又は保存に瑕疵があることによって他人に損害を生じた
ときは、その工作物の占有者は、被害者に対してその損害を賠償する責任を
負う。ただし、占有者が損害の発生を防止するのに必要な注意をしたときは、
所有者がその損害を賠償しなければならない。

台風シーズンが
　近づいています。
台風シーズンが
　近づいています。
台風シーズンが
　近づいています。
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農
地
の
売
買
や
貸
し
借
り
、

農
地
の
転
用
、
遊
休
農
地
対
策
、

農
業
者
年
金
な
ど
農
地
に
関
す

る
相
談
を
、
各
地
区
担
当
の
農

業
委
員
と
農
業
委
員
会
事
務
局

職
員
が
伺
い
ま
す
。

　
開
催
地
区
以
外
の
ご
相
談
は
、

農
業
委
員
会
事
務
局
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
９
月
の
農
地
法
許
可

申
請
な
ど
の
締
め
切
り
は
、
９

月
１５
日
㈫
で
す
。

▼
開
催
日
・
開
催
地
区

○
９
月
１
日
㈫

　
下
久
堅

○
９
月
２
日
㈬　

龍
江
・
伊
賀
良
・
上
村
・

南
信
濃

〇
９
月
７
日
㈪

　
竜
丘
・
山
本

▼
場
所

開
催
地
区
Ｊ
Ａ
の
各
支
所
・

事
業
所

※
下
久
堅
・
竜
丘
地
区
は
、
各

公
民
館
で
行
い
ま
す
。

▼
時
間

午
前
９
時

３０
分
～
１１
時

※
上
村
・
南
信
濃
地
区
は
、
場

所
お
よ
び
時
間
が
異
な
り
、

農
地
相
談

予
約
が
必
要
で
す
。
事
前
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

○
上
村

上
村
公
民
館

午
後
３
時
～
４
時　

○
南
信
濃

南
信
濃
公
民
館

午
後
１
時

３０
分
～
２
時

３０
分

▼
予
約
・
問
い
合
わ
せ

農
業
委
員
会
事
務
局

☎
０
２
６
５（
２
１
）３
２
１
９

　
長
野
県
司
法
書
士
会
で
は
、

８
月
３
日
の
司
法
書
士
の
日
を

記
念
し
、
無
料
の
相
続
登
記
特

別
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

▼
日
時

８
月
３
日
㈪
～
７
日
㈮

　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

▼
場
所

　
県
内
各
司
法
書
士
事
務
所

（
事
務
所
に
よ
っ
て
は
電
話

な
ど
で
相
談
を
お
受
け
し
ま

す
。）

▼
相
談
内
容

○
相
続
方
法
や
登
記
名
義
人
の

変
更
、
遺
言
、
遺
産
分
割
協

議
な
ど

▼
申
込
方
法

お
近
く
、
ま
た
は
希
望
す
る

司
法
書
士
に
よ
る
相
続

登
記
特
別
無
料
相
談

長
野
県
司
法
書
士
会

司
法
書
士
事
務
所
へ
電
話
に

て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
各
司
法
書
士
事
務
所
に
つ
い

て
は
、
長
野
県
司
法
書
士
会

へ
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く

か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

の
会
員
名
簿
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

▼
問
い
合
わ
せ

長
野
県
司
法
書
士
会

☎
０
２
６（
２
３
２
）７
４
９
２

　
司
法
書
士
に
よ
る
手
続
き
支

援
の
た
め
の
無
料
電
話
養
育
費

相
談
を
開
催
し
ま
す
。

　
養
育
費
の
話
し
合
い
を
し
な

い
ま
ま
離
婚
し
て
し
ま
っ
た
、

養
育
費
を
減
額
ま
た
は
増
額
し

て
欲
し
い
、
今
ま
で
払
わ
れ
て

い
た
養
育
費
が
払
わ
れ
な
く
な

司
法
書
士
に
よ
る

無
料
電
話
養
育
費
相
談

　
空
き
家
を
お
持
ち
で
悩
ん
で

い
る
方
、
空
き
家
を
相
続
す
る

予
定
の
方
、
処
分
の
方
法
や
利

活
用
の
方
法
が
な
い
か
考
え
て

み
ま
せ
ん
か
。

　
今
回
、
司
法
書
士
に
よ
る
無

料
電
話
相
談
を
開
催
し
ま
す
。

ぜ
ひ
お
気
軽
に
お
電
話
く
だ
さ

い
。

▼
日
時

　
８
月
１０
日
㈷

　
午
前
１０
時
～
午
後
４
時

▼
相
談
専
用
電
話
番
号

☎
０
１
２
０（
４
４
８
）７
８
８

※
当
日
の
み
の
専
用
（
臨
時
）

の
番
号
で
す
。

※
相
談
は
無
料
、
秘
密
は
厳
守

司
法
書
士
に
よ
る

空
き
家
問
題
１
１
０
番

し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

長
野
県
青
年
司
法
書
士
協
議

会☎
０
２
６（
２
６
２
）１
７
０
６

っ
た
な
ど
、
子
ど
も
の
養
育
費

の
こ
と
で
で
お
悩
み
の
方
は
一

人
で
悩
ま
ず
、
こ
の
機
会
に
ぜ

ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
日
時

９
月
１２
日
㈯

午
前
１０
時
～
午
後
４
時

▼
相
談
専
用
電
話
番
号

☎
０
１
２
０（
５
６
７
）３
０
１

※
当
日
の
み
の
専
用
（
臨
時
）

の
番
号
で
す
。

※
相
談
は
無
料
、
秘
密
は
厳
守

し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　
長
野
県
司
法
書
士
会

☎
０
２
６（
２
３
２
）７
４
９
２

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、掲載内容が変更になる場合があります。
最新の情報は市ウェブサイトをご覧いただくか、各問い合わせ先にご確認ください。



相談は無料、秘密は厳守します。
相 談 名 相 談 日 時  間 場  所 問 い 合 わ せ

行政相談

ポルトガル語
タガログ語・英語
中国語

悩みごと
法律相談●

教育相談
子育て相談
教育支援・就学相談
家庭児童相談
こころの相談日●

一般相談

成年後見相談

毎月第２火曜日

火・木 曜 日
水・金 曜 日
月・火・木・金曜日

月 ～ 金 曜 日
毎月第３火曜日
月 ～ 金 曜 日

月 ～ 金 曜 日

毎月第２月曜日
（月）
（月）

8 月 3 日
8月24日
月 ～ 金 曜 日

月 ～ 金 曜 日

月 ～ 金 曜 日

月 ～ 金 曜 日
火 曜 日
（受付順）

毎月第1・4金曜日

毎月第２・
第３日曜日
月～金曜日
（祝日は休み）

月 ～ 金 曜 日

月 ～ 金 曜 日

木 曜 日

毎月第４日曜日

１３：００～１６：００

１３：００～１７：００
１３：００～１７：００
１３：００～１７：００

 ８：３０～１７：１５
１３：３０～１６：３０
 ８：３０～１７：００

 ８：３０～１７：１５

１３：３０～、１５：００～
１7：００～１9：００
13：００～１5：００
 ８：３０～１７：１５

１２：３０～１５：３０

 ８：３０～１７：１５

 ８：３０～１７：３０

１３：３０～１５：３０

 ８：３０～１７：３０

 ８：３０～１７：３０

 ９：３０～１７：００

 ８：３０～１７：３０

１０：００～１２：００

１３：００～１５：００

市役所A棟１階

市役所A棟１階
市役所C棟１階
市役所A棟３階

市役所保健センター２階

市役所保健センター２階

勤労者福祉センター

市役所C棟１階

さんとぴあ飯田

さんとぴあ飯田

まいさぽ飯田
いいだ地域包括支援センター
いがら地域包括支援センター
かわじ地域包括支援センター
南信濃地域包括支援センター
かなえ地域包括支援センター
いいだ成年後見支援センター

総務文書課　内線２１１１

子育て支援課　内線５７３９
男女共同参画課　内線５４５２
教育相談室　☎０２６５（５３）８７３０
内線５３４３
内線５３４２
内線５３０１
保健課保健指導係　内線５３０６

飯田商工会議所
☎０２６５（２４）１５００
産業振興課　☎０２６５（５３）６０７８
南信労政事務所　☎０２６５（７６）６８３３

☎０２６５（５６）１５９５
☎０２６５（２８）２３６１
☎０２６５（２７）６０５２
☎０２６０（３４）１０６６
☎０２６５（５３）９４１１
☎０２６５（５３）３１８７

不妊・不育相談●

就活相談●
中小企業経営者のた
めの経営悩み相談●

巡回労働相談　

消費生活相談
（多重債務相談を含む）

特別相談
（法律的）

法律相談●
（係争中のものは除く）

結婚相談

障がいのある方また
はご家族の相談●
生活や就労などの相談

高齢者の介護予防
や生活、介護保険
の相談

認知症の方や
家族の相談・交流

毎月第２・４水曜日
（４月無し、５月第２水曜日除く）

月 ～ 金 曜 日
（祝日は休み）

１３：００～１６：００
受付１２：３０～１５：００まで

１３：３０～１６：００
受付１５：３０まで

りんご庁舎２階
こども家庭応援センター

市役所A棟１階
（外国語相談窓口）

市役所A棟３階
飯田商工会議所
（常盤町４１）

さんとぴあ飯田
※本人の相談が原則
※本人確認ができる
　書類と写真１枚が必要

おまめでサロン
（ほっとカフェわたの実）
介護老人保健施設ゆうゆう

男女共同参画課
内線５４５１

保健課健康推進係
内線５５１３
ジョブカフェいいだ　内線３５１４

社会福祉協議会
☎０２６５（５３）３１８０

社会福祉協議会
☎０２６５（５３）３１８２

飯伊圏域障がい者総合支援センター
☎０２６５（２４）３１８２　　
☎０２６５（４９）８８３０

社会福祉協議会
☎０２６５（５３）３１８１
☎０２６５（５３）６０４８

飯田市消費生活センター
☎０２６５（２２）４５３０

月 ～ 金 曜 日  ８：３０～１７：３０

ベトナム語 木 曜 日  ９：００～１２：００

 ８：３０～１７：１５

飯田地方合同庁舎４階
法務局飯田支局人権相談　 火・金 曜 日  ９：００～１６：００ 飯田人権擁護委員協議会

☎０２６５（２２）００１４
外
国
語
相
談

心
配
ご
と
相
談

平
日

休
日
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今月のプレゼント今月のプレゼント
「遠山郷・かぐらの湯」
ペア入浴券 （５組１０名）

◉営業時間／１０：００～２１：００ （受付終了 ２０：３０）
◉休館日／毎週木曜日 （祝日、繁忙期には営業）

※現在は地下水の沸かし湯で温泉ではありません。

７月５日から営業を再開しています。
ぜひ入浴にお越しください。

５名様に
プレゼント

応募締切 ８月３１日㈪ （必着）
次の事項を必ず記入し、はがきまたはメールで
ご応募ください。
①住所　②氏名　③年齢　④電話番号
⑤広報いいだの感想
特集してほしいテーマ 良かった記事 良くなかった記事など

【あて先】
〒３９５－８５０１ 大久保町２５３４
飯田市秘書広報課
    「広報いいだプレゼント係」 宛
　 ｓｋｏｕｈｏｕ＠ｃｉｔｙ.ｉｉｄａ.ｎａｇａｎｏ.ｊｐ
※抽選結果はプレゼントの発送をもって代えさせていただきます。

リニアに関連した道路整備の計画についてリニアに関連した道路整備の計画について
座光寺スマートインターチェンジについては令和２年度末の供用開始に向けて工事中です。
国道１５３号飯田北改良、一般県道市場桜町線、座光寺上郷道路については、現在、個別の用地に関
する協議を行っております。まとまった用地が取得できたところから、埋蔵文化財に関する調査を行い、
その後、工事を行っていくことになります。

●問い合わせ／リニア推進課　内線３３２２

中央自動車道

●

●

●

マクドナルド

イオン飯田店
チャンピオン　

飯田店

G.S
ダイナム
長野飯田店

平安堂
座光寺店 元善光寺駅

フルーツライン

県道飯島飯田線

●●

土
曽
川

●

●

飯田高等学校

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線

飯
田
線

飯沼区間
北条区間

国道１５３号飯田北改良
座光寺上郷道路

◎片側２車線道路として拡幅改良されます。

座光寺スマートインターチェンジ
一般県道市場桜町線
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三遠南信通信三遠南信通信三遠南信通信三遠南信通信 遠
州
遠
州三市合同企画 第１６４回三市合同企画 第１６４回
東
三
河

東
三
河

茶
臼
山
高
原
で
は
、８
月

３０
日
㈰
ま
で「
夏
の
茶
臼
山

高
原
ま
つ
り
」を
開
催
し
て

い
ま
す
。登
山
道
を
利
用
し

た
大
自
然
を
満
喫
で
き
る

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
や
、魚
の

つ
か
み
取
り
、カ
ヌ
ー
体
験

な
ど
、親
子
で
楽
し
め
る
イ

ベ
ン
ト
が
盛
り
だ
く
さ
ん
で

す
。８
月
８
日
㈯
〜
１６
日
㈰

に
は「
山
の
日
フ
ェ
ス
タ
」を

同
時
開
催
し
、ス
キ
ー
場
の

ゲ
レ
ン
デ
の
芝
生
を
滑
走

で
き
る
マ
ウ
ン
テ
ン
ボ
ー
ド

な
ど
が
体
験
で
き
る
ほ
か
、

子
ど
も
向
け
の
ラ
ン
バ
イ

ク
大
会
も
行
い
ま
す
。

ま
た
、フ
リ
ス
ビ
ー
や
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
な
ど
、レ
ン
タ

ル
遊
具
の
貸
し
出
し
も
行
っ

て
い
ま
す
の
で
、自
然
の
中

で
の
遊
び
を
満
喫
で
き
ま

す
。「
あ
い
ち
の
て
っ
ぺ
ん
」

に
位
置
す
る
茶
臼
山
の
大

自
然
の
中
で
爽
や
か
な
風

を
感
じ
な
が
ら
、ゆ
っ
た
り

し
た
時
間
を
過
ご
し
て
み

ま
せ
ん
か
。 茶

臼
山
高
原

涼
み
におい
で
よ！

８月３０日（日） １０：００～１６：００

茶臼山高原
（愛知県北設楽郡
　　  豊根村坂宇場字御所平７０－１８５）

（一財）茶臼山高原協会
☎０５３６（８７）２３４５

ムトス飯田推進委員会は、市民の皆さんの自主的な
まちづくり活動を支援しています。このコラムでは、
そんな市民の皆さんの活動を紹介します。

●問い合わせ／ムトスまちづくり推進課　内線５４３３

団体名

第35回

私
た
ち
は
北
方
を
拠
点
に
、野
菜
作
り
を
通

じ
て
野
菜
を
育
て
る
楽
し
さ
や
、野
菜
の
知
識
を

伝
え
る
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
と
大
人
が
一
緒
に
、土
づ
く
り
か
ら

収
穫
ま
で
の
作
業
を
行
い
、栽
培
し
た
野
菜
を

料
理
し
食
べ
る
ま
で
を
体
験
す
る
、農
業
教
育
お

よ
び
食
育
活
動
で
す
。

さ
ら
に
、子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、多
様
な
世

代
が
一
緒
に
農
作
業
体
験
に
参
加
す
る
こ
と
で
、

世
代
の
垣
根
を
越
え
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と

り
、社
会
性
を
学
べる
場
所
も
提
供
し
て
い
ま
す
。

栽
培
し
た
野
菜
は
、販
売
活
動
も
行
い
栽
培

か
ら
消
費
ま
で
の
仕
組
み
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る

体
験
活
動
や
、子
ど
も
食
堂
に
無
償
提
供
し
て

い
ま
す
。

参
加
募
集
は

イ
ベ
ン
ト
ご
と
に

Facebook

で

告
知
し
て
い
ま

す
。ぜ
ひ
、は
な

ぶ
さ
村
農
園
を

検
索
し
て
み
て
く

だ
さ
い
。一
緒
に

は
な
ぶ
さ
村
農

園
で
活
動
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

子
ど
も
た
ち
の
農
育
、食
育
を
学
べ
る
場
所
を
！！

は
な
ぶ
さ
村
農
園

▲じゃがいも収穫体験
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お盆期間中の
市民バスなどの運行について

８月１４日（金）～１６日（日）の期間中、市民バス・乗合タクシーの運行は
下表のとおりとなりますのでご注意ください。

●問い合わせ／リニア推進課　公共交通係　内線３３１３

路 線 名 運行事業者 連 絡 先

路 

線 

バ 

ス

乗 

合 

タ 

ク 

シ 

ー

循 環 線
駒 場 線
遠 山 郷 線
大 休 線
阿 島 線
平 岡 線
千 代 線
久 堅 線
三 穂 線
竜 東 線

山本西部山麓線
かざこし線
三 穂 線
川 路 線
上 市 田 線
遠 山 郷 線
上 村 線
下 栗 線
須 沢 線
上 島 線

日曜ダイヤで運行
日曜ダイヤで運行
日曜ダイヤで運行

運 休
運 休
運 休
運 休
運 休
運 休

信南交通

アップルキャブ

飯田風越タクシー

朝日交通

北部タクシー

天竜観光タクシー

遠山タクシー

アップルキャブ

☎０２６５（２４）０００５

信南交通 ☎０２６５（２４）０００５

☎０２６５（２８）２８２８

☎０２６５（２２）０４８９

飯田風越タクシー ☎０２６５（２２）０４８９

☎０２６５（２３）６８５１

☎０２６５（３５）９３３２

☎０２６０（３６）２２０５

☎０２６０（３２）２０６１

☎０２６５（２８）２８２８

八重河内線
平 岡 線

遠山郷高校通学支援線

運 休
運 休
運 休
運 休
運 休
運 休

運 休

通常運行
通常運行

通常運行
通常運行

運休

運休

通常運行

通常運行

運　休
運　休

運　休
運　休

14日㈮ 15日㈯ 16日㈰
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りんご並木のエコハウスで時を過ごし
快適さ、心地よさを体感してください。

りんご並木のエコハウス（本町２-３０）
電話 ０５０-３５８３-１５８３
（受付時間 ９：００～１７：００　月曜定休）

申し込み・
問い合わせ

ちょっと
　エコな

生活をちょっと
　エコな

生活をちょっと
　エコな

生活を「
信
州
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

ス
マ
ー
ト
運
動
」

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
丈
夫
で

安
価
に
生
産
で
き
る
こ
と

か
ら
、生
活
の
あ
ら
ゆ
る
場

面
で
利
用
さ
れ
て
い
ま
す

が
、そ
の
多
く
は「
使
い
捨

て
」さ
れ
、き
ち
ん
と
処
理
さ

れ
ず
海
へ
流
出
し
て
し
ま
う

こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。鳥
や
魚
が
誤
食
し
て
し

ま
う
な
ど
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
ご
み
が
世
界
的
な
問
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。

海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み

の
７
割
が
陸
域
か
ら
発
生

す
る
と
い
わ
れ
て
お
り
、海

に
流
れ
込
む
河
川
を
有
す

る
長
野
県
民
も
当
事
者
で

す
。生
活
ス
タ
イ
ル
を
見
つ

め
な
お
し
、プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

と
賢
く
付
き
合
い 「
環
境
に

や
さ
し
い
長
野
県
」 

を
目
指

す
取
り
組
み
を
信
州
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
ス
マ
ー
ト
運
動
と

い
い
ま
す
。こ
の
運
動
で
は

次
の
３
つ
の
行
動
を
皆
さ
ん

に
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

①
意
識
し
て 「
選
択
」　

ス
ト
ロ
ー
や
レ
ジ
袋
は
い

ら
な
い
と
き
は
断
り
ま

し
ょ
う
。

②
少
し
ず
つ 「
転
換
」

マ
イ
バ
ッ
グ
、マ
イ
ボ
ト

ル
を
使
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

③
分
別
し
て 「
回
収
」

使
い
終
わ
っ
た
ら
ル
ー
ル

に
従
い
分
け
て
回
収
へ
。

木
製
、紙
製
な
ど
の
代
替

製
品
を
使
っ
て
み
る
、詰
め

替
え
製
品
を
利
用
す
る
、ポ

イ
捨
て
は
や
め
る
、マ
イ
バ
ッ

グ
を
積
極
的
に
利
用
す
る

な
ど
、皆
で
信
州
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
ス
マ
ー
ト
運
動
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

マ
イ
バ
ッ
グ
の
利
用
に
つ

い
て
は
、洗
濯
を
す
る
、ア
ル

コ
ー
ル
で
拭
く
な
ど
皆
さ
ん

の
工
夫
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
予
防
対
策
を
取
っ

て
利
用
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

エ
コ
ラ
イ
フ
を
楽
し
も
う

エコカフェでは体を使うさまざまな講座を開いてきました。
初めは緊張していた皆さんも最後にはリフレッシュして気分爽快！となった講座が多くあります。

今月はリフレッシュできる講座の紹介です。

※現在は休止していますが、新型コロナウイルス感染症が落ち着きまし
たら講座を開催していく予定なので、楽しみにしていてください。
この他にも楽しそう、やってみたいなと思うことがあればぜひご連絡
ください。

～ストレス発散・運動不足解消に～
先生の軽快なおしゃべりと運動で
楽しくリフレッシュできました。

～心身の感覚を聴いてみませんか～
ゆっくりとした動きで体の奥深くから

目覚める感じがしました。

～穏やかなフラの動きを体験しよう～
一から手ほどきを受けちょっとだけ
フラの気分を味わいました。

～ベビーマッサージをしよう～
赤ちゃんも体を動かして
ごきげんでした。

～初心者向けウクレレ体験会～
ウクレレの貸し出しもあり、

始めポロンポロンが最後には曲になりました。
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だまされないで！だまされないで！

息子・親族などを名乗り
◉会社の金を落としてしまった
◉今日中に手続きしないと
　会社をクビになる
◉□□万円立て替えてくれ
◉代理の者を行かせるから
　□□万円渡してほしい

などの電話がある

◉「提訴最終通告書」・サイト利用
料金の未納分がある、
連絡や支払いが
無い場合は
裁判になるとの
ハガキ・メールが
来る

◉コンビニでカード（電子マネー）
を購入させてカード番号を連
絡させる

市役所職員などを名乗り
◉医療費・保険料の還付金が
　あります

◉今日中に手続きしないと
　受け取れなくなります

◉近くのＡＴＭに行って手続き
　すること

などの電話がある

特殊詐欺の
代表的手口
　 です。

特殊詐欺の
代表的手口
　 です。

特殊詐欺の
代表的手口
　 です。

特殊詐欺の
代表的手口
　 です。

おかしいと
思ったり、
困ったときは
すぐに相談を！

☎０２６５（２２）０１１０

☎０２６５（２２）４５３０

※申込方法など詳細はお問い合わせください。

２５,０００円

１４,０００円

随時広告を募集していますので、ぜひ掲載をご検討ください。

住所が飯田市内にあり、１年以上継続して事業を営んで
いる個人または法人で、市税の滞納がない方

★縦５０mm×横１８０mm
★縦５０mm×横８９mm

広報いいだの発行部数は約３4,０００部で
市内各

世帯に配布するほか、市内の公共施設や
大型店

などにも施設内への設置についてご協力
をいた

だいており、大きな宣伝効果が期待できま
す。

毎月１日号の「市役所発くらしの情報」ページの最下欄
（１５日号には掲載枠がありません）

○政治・選挙・宗教・風俗・貸金業に関連する広告
○事実に反する表記を含む広告、内容が誇大である広告など

秘書広報課 広報広聴係  内線２３１４申し込み・問い合わせ

※１回の掲載当たり掲載申請できる方

掲載の位置

広告掲載料金￥

掲 載できない広告

「広報いいだ」 に広告を掲載しませんか「広報いいだ」 に広告を掲載しませんか「広報いいだ」 に広告を掲載しませんか「広報いいだ」 に広告を掲載しませんか
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新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、掲載内容が変更になる場合があります。
最新の情報は市ウェブサイトをご覧いただくか、各問い合わせ先にご確認ください。



公園事務局／☎０２６５（５９）８０８０　 ０２６５（５９）８０７９
http://www.dia.janis.or.jp/̃kazetaro/

※材料がなくなり次第、受付を終了します。
※食の工房体験学習で作った食品のお持ち帰りはでき
ません。
※マスク着用でご参加ください。
窯焼きピザづくり（夏カレー）
8月23日㈰ １０：３０～１２：００受付
材料費：350円

お野菜スタンプでてぬぐいづくり
8月16日㈰
１０：００～１２：００、
１３：３０～１５：００
材料費：300円

ガラスドームのハーバリウム
アクセサリーづくり
8月29日㈯
１０：００～１２：００、１３：３０～１５：００
材料費：500円～

紙すき体験をしよう
8月30日㈰
１０：００～１２：００、１３：３０～１５：００
材料費：５０円
場所：土の工房

８月１７日㈪、２４日㈪、３１日㈪、９月７日㈪、１４日㈪

※イベントの日程は、天候や主催者の都合により変更にな
る場合があります。変更は公園ホームページにて随時
お知らせいたします。

へんてこコマを作ろう
８月３０日㈰
くるくる絵クササイズ
９月６日㈰
きせかえコマを作ろう
９月１３日㈰

楽しいテーマがいっぱい！ マスクをつけて遊びにきてね！

ストーンペインティング
9月6日㈰
１０：００～１２：００、
１３：３０～１５：００
材料費：50円　
場所：なかまの館

木育 積み木づくり
9月5日㈯ １０：００～１２：００
材料費：1,000円　 
場所：なかまの館
講師：水上雅彦さん （工房菜や）
※予約制：
定員20組（公園事務局までお電話ください）

ウッドバーニングに挑戦しよう
9月12日㈯・13日㈰
１０：００～１２：００、１３：３０～１５：００
材料費：200円～
場所：なかまの館

しゃぼん玉であそぼう
8月22日㈯ １０：００～１２：００、１３：３０～１５：００
参加費：50円

オリジナル缶バッジづくり
7月25日㈯～８月30日㈰ １０：００～１５：００
材料費：200円
場所：なかまの館

革のキーホルダーづくり
7月25日㈯～８月30日㈰
１０：００～１５：００
材料費：550円　 場所：なかまの館

かとちゃんの陶芸教室
8月13日㈭～１６日㈰ １０：００～１５：００
材料費：1,100円
場所：土の工房
講師：加藤元秀

きもだめしを楽しもう♪
８月15日㈯
◎昼の部（きもだめしグッズづくり）
１０：００～１２：００、
１３：３０～１５：００
材料費：200円
◎夜の部（きもだめし）
１８：３０集合
参加費：100円（保険料含む）
集合場所：なかまの館
※夜の部（きもだめし）は雨天中止となります。

おもちゃの修理屋さん
8月22日㈯、9月12日㈯ １０：００～１２：００
場所：なかまの館
主催：玩具の修理屋さん

◉新型コロナウイルス感染防止のため、当面の間、開催
時間の短縮と定員を設けて行います。
時間：①１０：００～１１：００　②１１：００～１２：００

③１３：００～１４：００　④１４：００～１５：００
定員：各回１２組

森森子ども大学（子ども体験学習）

食の工房体験学習

なかまの館体験学習

休館日 （８月１５日～９月１４日の期間中）

理科実験ミュージアム

◆◆◆　理科実験ミュージアム問い合わせ　◆◆◆
南信州飯田おもしろ科学工房  www.i-kagaku.net

生涯学習・スポーツ課　 内線３７４１

場所：かざこし子どもの森公園・おいで館

夏休み特別イベント

土の工房体験学習

風の回廊体験学習

木の工房体験学習

要予約

［広報いいだ］２０20.8.１ 26



飯田市立動物園／☎０２６５（２２）０４１６
http://iidazoo.jp/

天竜川総合学習館かわらんべ／☎０２６５（２７）６１１５
https://kawaranbe.net/

各 施 設 か ら の お 知 ら せ

ダイコンまきとジャガイモ料理
８月２２日㈯ ９：００～１１：００
対象：幼児～成人
講師：かわらんべスタッフ
内容：みんなで

大根の種まきをします。
天竜川原を楽しもう
８月２９日㈯ ９：００～１１：００
対象：幼児～成人
講師：かわらんべスタッフ
内容：川原で観察・遊び・

アートを楽しもう！
水辺の生き物観察
８月２９日㈯ １３：００～１５：３０
対象：幼児～成人
講師：かわらんべスタッフ
内容：阿南町富草で

メダカなどを観察。
【参加者自身の車で往復】

草木染め
９月２日㈬ ９：００～１５：００
対象：成人
講師：かわらんべ協力員
内容：草木や山ブドウでストールを染めます。
【材料費１,５００円（布２枚）】

絵手紙講座
９月３日㈭ ９：００～１１：００
対象：成人
講師：黒河内秀幸さん
（日本絵手紙協会）

内容：先生に教わりながら
楽しく描きます。
【材料費３００円】

デジカメ入門
９月９日㈬ ９：００～１１：００
対象：成人
講師：宮島 功さん （飯田市写真家）
内容：今月は撮影方法の勉強会

ジオ（地球）たんけん
９月１２日㈯ ９：００～１１：００
対象：幼児～成人
講師：村松 武 （美術博物館）
内容：ポットホールを

しらべよう！

ウォーキングで健康生活
８月２０日㈭ ９：００～１１：００
対象：成人
講師：酒井浩文さん （ソウル五輪競歩代表）
内容：松川町のおよりての森を歩きます。
【現地集合】

夏の星空に出発！
８月２１日㈮ １９：００～２０：３０
対象：幼児～成人
講師：吉住千亜紀 （美術博物館）
内容：夏の星座や天の川の観察

動物総選挙２０２０
投票期間：８月１日㈯～１６日㈰
投票場所：イベント広場
内容：飼育員一押しの動物たちの人気Ｎｏ.１選挙を行

います。１位になった動物は、１年間飯田市立動
物園の特別園長になっ
て、園をＰＲしてもらい
ます。さらに、特別園
長グッズ化予定も
ありますよ。

よるのどうぶつえん
８月８日㈯・９日㈰・１０日㈷
１８：００～２０：３０ （開園時間／９：００～２０：３０）
内容：開園を延長して、夜の動物園を開催します！

屋台の出店や、動物園オリジナルグッズも販売
予定です。夜の動物園を楽しみながらみんなで
夜行性動物を観察してみましょう。

８月１７日㈪、２４日㈪、３１日㈪、９月７日㈪、１４日㈪

※動物の体調により、内容の変更・中止になることがあ
ります。ホームページやツイッターで情報を発信しま
すのでご確認ください。
モルモット、ヤギ、ヒツジ、リクガメのふれあい
１１：００～１２：００ （雨天中止）

休園日 （８月１５日～９月１４日の期間中）

毎週土日・祝日のイベント （定期）

これからの講座予定 ※事前申込が必要です。

かわらんべＨＰに講座予定を掲載中！かわらんべＨＰに講座予定を掲載中！

※小学２年生以下は保護者同伴でお願いします。
各講座の持ち物は申し込み時、またはホームページで
確認ください。

※材料費・参加費については、
特に記載のないものは無料。

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、掲載どおり行われない場合があります。
最新の情報は市ウェブサイトをご覧いただくか、各問い合わせ先にご確認ください。
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南アルプスの山麓には、幕岩や白岩、燕岩など
石灰岩の岩壁が点在しています。石灰岩地はカル
シウム分が過多で、乾燥しやすく、植物にとっては
過酷な環境ですが、そんな環境に適応した植物が
自生しています。この展示では、そんな希少植物た
ちを写真と標本で紹介しています。

１２月６日㈰まで会 期

開館時間
休 館 日

●
●

９：３０～１７：００ （入館は１６：３０分まで）
８月３日㈪、１１日㈫、１７日㈪～２１日㈮、
２４日㈪、３１日㈪

自然トピック展示

まくいわ しらいわ つばくろいわ自然展示室内トピック
展示コーナーで開催中！

シナノコザクラ

イチョウシダ

ムシトリスミレ

８月は小中学生無料！
（プラネタリウム観覧は除く）

●日時／ 8月22日㈯ １４：００～１６：００
●場所／川路公民館
●講師／上河内 陽子 （歴史研究所市民研究員）

●受講料／無料
●定員／４０人（先着順）
●申し込み・問い合わせ／歴史研究所　☎０２６５（５３）４６７０

●申込方法／電話でお申し込みください。
●申込締切／講座前日まで

●日時／９月１９日㈯ １４：００～１６：００
●場所／座光寺公民館
●講師／田中 雅孝 （歴史研究所特任研究員）

川路村の教師に届いた戦地からの１０１４通
の手紙。兵士は何を伝え、郷里の教師はどう
支えたのでしょうか。手紙を読みながらアジア・
太平洋戦争時代をたぐります。

下伊那の蚕糸業の発展を支えた蚕種業に
ついて、伊那蚕業合名会社の経営を中心に、
その発展条件を探ります。

※新型コロナウイルス感染防止対策のため、講座を延期することもあります。あらかじめご了承ください。

「今村正業氏宛
 軍事郵便史料」より
（今村誠也さん蔵）

「伊那蚕業合名会社」
（小島久秀さん蔵）

★このコーナーでは、星座占いでおなじみの黄道十二星座から、今月見ごろの星座を紹介します。　【美術博物館監修】

いて座のモデル、半人半馬のケンタ
ウルス族の賢者ケイローンは、神々
から音楽や医術、武術などを学び、勇
者ヘルクレス（ヘルクレス座）や名医
アスクレピオス（へびつかい座）、乗馬
の名手カストル（ふたご座）など多く
の英雄を育てました。彼がつがえた
矢の先あたりには天の川銀河の中心
方向があり、超巨大ブラックホールが
あると考えられています。今年は木星
と土星もいて座で輝いています！

【いて座の探し方】

南中時刻：８月中旬２１時頃
さそり座の東側で、６つの星が
小さなひしゃくのように並んでいる
「南斗六星」を
探そう！ ２５°

いて座
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